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

表
紙
イ
メ
ー
ジ
：『
バ
ッ
タ
も
ん
』（
岡
本
光
博
・
作
）

　
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館
の
展
覧
会
（
二
〇
一
〇
年
）
で

は
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
社
の
ク
レ
ー
ム
で
会
期
中
に
撤
去
さ

れ
た
。
下
記
参
考
エ
ッ
セ
ー
に
は
「
展
示
は
『
公
序
良
俗
に

反
し
て
い
る
』
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
側
の
訴
え
が
正
当
な
ら
ば
、

「
公
序
良
俗
」
と
は
一
企
業
の
利
権
と
同
義
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
」
と
あ
り
、
そ
の
と
お
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ

で
い
う
公
序
良
俗
違
反
と
は
登
録
商
標
の
無
断
使
用
（
デ
ザ

イ
ン
を
素
材
と
し
て
使
っ
た
）
な
の
で
許
そ
う
。
そ
れ
よ
り
も

即
日
撤
去
し
た
公
立
美
術
館
の
対
応
、
有
無
を
言
わ
せ
ぬ
電

光
石
火
の
超
速
決
断
力
が
微
妙
だ
。
美
術
や
企
画
に
関
心
が

薄
い
お
偉
方
の
ブ
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
へ
の
忖
度
か
？
　
何
に

せ
よ
、
ピ
ン
ボ
ケ
感
＝
大
人
の
事
情
感
は
否
め
な
い
し
、
こ

の
世
か
ら
バ
ッ
タ
も
ん
が
消
え
る
こ
と
は
な
い
。

　
美
術
家
、
岡
本
光
博
氏
は
『
ド
ザ
え
も
ん
』『
Ｄ
Ａ
Ｄ
Ａ
モ

レ
』『
Ｕ
Ｆ
Ｏ
』

な
ど
、
パ
ロ
デ

ィ
と
社
会
的
問

題
提
起
を
絶
妙

に
ブ
レ
ン
ド
し

た
作
風
で
知
ら

れ
る
。
一
部
の

作
品
は
ア
ッ
プ

・
デ
ー
ト
さ
れ
、

増
殖
中
で
あ
る

こ
と
も
特
徴
と

い
え
る
。

©OKAMOTO Mitsuhiro

フィロカル（誌名）語義講釈：「フィロ-」はギリシャ語の「フィロー（愛する，好む）」，「-カル」はカタカナ日本語「カルチャー」
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を組み合わせるのが筋である。culture はラテン語 colo（耕す，手入れする，飾る，尊重する）の受動の完了分詞 cultus（耕
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ら大雑把にいえば，フィロ+目的語が建前で，目的語が母音またはhから始まる場合に限り，フィル+目的語となる。例えば，
philanthropy（フィランスロピー〔博愛，人好き〕），philharmony（フィルハーモニー〔交響楽団，和音好き〕），philhellene（フィ
ルヘレネー〔ギリシャ好き〕）など。要するに，母音の連続や子音続きという不細工さを回避している。これが「フィルソフィー」
や「フィルカルチャー」とはならない理由である。ということで今後とも『フィロカル』をよろしくお願い申し上げる次第である。
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で
は
カ
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。

プ
ソ
イ
ド
ノ
ロ
ジ
ー
／Pseudonology

　

プ
ソ
イ
ド
ノ
ロ
ジ
ー
も
４
要
素
か
ら
な
る
。
プ
ソ
イ

ド
＋
オ
ン+

ノ
ー
ス+

ロ
ゴ
ス
で
あ
る
。
オ
ン
以
下

は
カ
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
と
同
じ
な
の
で
（「
存
在
＝
オ
ン
」
を

超
え
た
「
美
＝
カ
ロ
ン
」（
今
道
流
古
典
派
）、あ
る
い
は
「
美

＝
カ
ロ
ン
」
の
「
存
在
そ
の
も
の
性
＝
オ
ン
」（
樋
笠
流
モ
ダ

ン
派
）
を
「
知
性
・
理
性
＝
ノ
ー
ス
」
で
捉
え
よ
う
と
す
る

「
論
理
・
学
問
＝
ロ
ゴ
ス
」）、
プ
ソ
イ
ド
に
つ
い
て
お
話

し
し
た
い
。

　

英
語
風
に
読
め
ば
ス
ー
ド
ノ
ロ
ジ
ー
だ
が
、
Ｐ
を
無

視
す
る
の
は
英
語
特
有
の
悪
い
ク
セ（
？
）
な
の
で（
サ

イ
コ
ロ
ジ
ー
も
同
じ
。
正
し
く

4

4

4

は
プ
シ
コ
ロ
ジ
ー
。
サ
イ
ケ

デ
リ
ッ
ク
も
。
共
に
ギ
リ
シ
ャ
語
プ
シ
ュ
ー
ケ
ー〔
心
・
気

持
ち
・
虫
の
チ
ョ
ウ
〕の
系
列
）、
ド
イ
ツ
語
風
に
プ
ソ
イ

退
屈
な
序

理
由
は
語
義
講
釈
だ
か
ら
で
あ
る
。
プ
ソ
イ
ド
ノ
ロ

ジ
ー
と
は
、
今
道
友
信
氏
提
唱
の
カ
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
を
モ

ジ
っ
た
イ
ン
チ
キ
造
語
で
あ
る
。

退
屈
さ
に
さ
ら
に
輪
を
掛
け
る
よ
う
で
申
し
訳
な
い

が
、
そ
の
モ
ジ
ら
れ
た
側
の
カ
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
の
語
義
復

習
か
ら
始
め
た
い
。
復
習
し
て
も
当
然
な
が
ら
利
得
な

ど
特
に
期
待
で
き
な
い
が
、
プ
ソ
イ
ド
ノ
ロ
ジ
ー
を

理
解
す
る
た
め
に
（
こ
ち
ら
の
理
解
も
ま
た
益
な
し
だ
が
）、

何
に
せ
よ
カ
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
の
成
り
立
ち
を
今
一
度
確
認

さ
れ
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
！

手
っ
取
り
早
く
、
カ
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
会
の
パ
ン
フ
か
ら

抜
粋
す
る
（
樋
笠
勝
士
氏
に
よ
る
モ
ダ
ン

4

4

4

な
解
説
、
下
段

コ
ラ
ム
参
照
）。
パ
ン
フ
に
は
ラ
テ
ン
語
（
権
威
的
死
語
）

っ
ぽ
く
カ
ロ
ノ
ロ
ジ
ア
と
あ
る
が
今
日
の
言
葉（
英
語
）

3

ホ
ン
モ
ノ
・
ニ
セ
モ
ノ
・
バ
ッ
タ
モ
ノ

＆
ク
セ
モ
ノ
・
パ
チ
モ
ノ
・
マ
ガ
イ
モ
ノ
・
ト
ン
デ
モ
ノ
・
ク
ワ
セ
モ
ノ

※calonologia

（
カ
ロ
ノ
ロ
ジ
ア
／
カ
ロ
ノ
ロ
ギ
ア
）

　
今
道
友
信
が
提
案
し
た
新
た
な
学
問
「
カ
ロ
ノ
ロ
ギ
ア
」

は
ギ
リ
シ
ャ
語
を
ラ
テ
ン
語
に
音
訳
し
た
合
成
語
で
あ
る
。

四
つ
の
語
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
学
問
の
意
味
は
、
そ
の

名
前
に
現
れ
て
い
る
。「
カ
ロ
ン
」
と
は
「
美
」
を
意
味
し
、

「
オ
ン
」
は
「
存
在
」
あ
る
い
は
「
真
実
在
」
を
意
味
す
る
。

さ
ら
に
「
ヌ
ー
ス
」
は
、
古
典
哲
学
で
は
超
越
者
を
観
照

す
る
至
高
の
精
神
の
能
力
、
す
な
わ
ち
「
知
性
」
を
意
味

す
る
。
末
尾
の-logia

が
、
学
問
名
称
の
た
め
の
接
尾
辞

で
あ
り
、「
学
・
論
理
・
理
性
」
を
意
味
す
る
ロ
ゴ
ス
に
由

来
す
る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
、
カ
ロ
ノ
ロ
ギ
ア
と
呼
ば

れ
る
学
問
は
、
美
の
真
実
在
性
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
美

と
存
在
を
め
ぐ
る
知
性
の
活
動
に
つ
い
て
の
学
問
を
表
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
て
、
カ
ロ
ノ
ロ
ギ
ア
と

は
、
知
性
の
相
関
者
と
し
て
の
存
在
や
美
を
考
究
す
る
学

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
形
而

上
学
や
神
学
が
担
っ
て
き
た
学
で
あ
り
、
ま
た
古
代
ギ
リ

シ
ャ
哲
学
と
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
中
世
哲
学
が
占
有
し
て
き

た
学
で
あ
る
。こ
の
学
を
今
道
は
芸
術
美
に
対
す
る「
思
索
」

と
し
て
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

（
カ
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
抜
粋
）

小
特
集

イ
ン
チ
キ
万
歳
！

輝
け
る
プ
ソ
イ
ド
ノ
ロ
ジ
ー編

集
部
・
濵
賢
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ド
と
し
た
。
ド
イ
ツ
語
な
ら
語
尾
は
ロ
ギ
ー（-logie

）

だ
が
、
無
国
籍
イ
ン
チ
キ
造
語
に
す
る
た
め
混
在
さ
せ

た
次
第
で
あ
る
。
響
き
も
悪
く
な
い
。
元
の
語
は
ギ
リ

シ
ャ
語
プ
セ
ウ
ド
ス（ψ

εῦδος

）
の
仲
間（
動
詞
プ
セ
ウ

ド
ー
、
形
容
詞
プ
セ
ウ
デ
ー
ス
）
で
、
嘘う
そ

、
偽
り
、
ニ
セ

モ
ノ
、
捏ね
つ
ぞ
う造
な
ど
を
意
味
す
る
。
中
に
は
プ
ラ
ト
ン
由

来
の「
気
高
き
嘘（noble lie
）」⇩「
嘘
も
方
便
」と
い
っ

た
大
人
の
用
例
も
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
カ
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
同
様
に
定
義
す
れ
ば
、

プ
ソ
イ
ド
ノ
ロ
ジ
ー
と
は
超
越
す
る
イ
ン
チ
キ（
存
在

を
超
え
た
イ
ン
チ
キ
、
ま
た
は
イ
ン
チ
キ
の
真
存
在
性
）
を

知
性
で
捉
え
よ
う
、
あ
る
い
は
直
観
的
理
性
で
感
じ
取

ろ
う
と
す
る
学
問
と
な
る
。

　

大
雑
把
に
し
て
乱
暴
だ
が
、
こ
れ
に
て
退
屈
な
序
を

終
え
、
以
下
、
実
例
を
見
て
い
こ
う
。　

悪
い
ヤ
ツ
は
ど
い
つ
だ
、
出
て
こ
い
！

︻
藤
村
新
一︵
ふ
じ
む
ら
・
し
ん
い
ち
︶︼

ゴ
ッ
ド
・
ハ
ン
ド
が
コ
コ
掘
れ
ワ
ン
ワ
ン
す
れ
ば
、

必
ず
ほ
ぼ
大
当
た
り
で
石
器
が
現
れ
る
。
マ
ス
ゴ
ミ
は

小
躍
り
し
て
大
発
見
報
道
を
伝
え
、
考
古
学
の
権
威
は

太
鼓
判
を
押
し
、
権
威
に
弱
い
世
の
中
は
真
に
受
け
た
。

毎
日
新
聞
が
石
器
を
地
中
に
埋
め
込
む
下
準
備
作
業
中

の
ゴ
ッ
ド
・
ハ
ン
ド
を
写
真
付
き
で
報
じ
る
ま
で
は
。

「
魔
が
差
し
た
」
に
し
て
は
、
一
六
二
箇
所
の
遺
跡
で

の
捏
造
は
魔
が
差
し
す
ぎ
だ
が
、
ゴ
ッ
ド
・
ハ
ン
ド
を

仕
立
て
上
げ
、
美
味
し
い
思
い
を
し
た
面
々
は
上
手
く

逃
げ
切
っ
た
よ
う
だ
。

　

怪
し
い
と
思
っ
て
い
て
も
勝
ち
馬
に
乗
っ
か
り
、
い

ざ
と
な
れ
ば
、
自
分
は
だ
ま
さ
れ
た
被
害
者
側
に
シ
フ

ト
す
れ
ば
よ
し
。
と
下
準
備
万
端
、
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
状
態
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
考
古
学
界
が

お
お
む
ね
腐
り
切
っ
て
い
る
こ
と
は
実
証
さ
れ
た
。

　

信
頼
回
復
と
い
う
が
、
回
復
と
は
以
前
あ
っ
た
も
の

に
つ
い
て
の
言
葉
な
の
で
、
こ
れ
は
疑
問
だ
。

︻
小
保
方
晴
子
︵
お
ぼ
か
た
・
は
る
こ
︶︼

こ
ち
ら
も
世
紀
の
大
発
見
、
フ
ィ
ー
バ
ー
、
フ
ィ
ー

バ
ー
の
お
祭
り
騒
ぎ
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
際
、
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｐ
細
胞
の
有
無
は
ど
う
で
も
よ
く
、
氏
の
博
士
論
文

に
多
数
の
問
題
点
と
数
か
所
の
故
意
の
不
正
が
あ
り
、

と
事
後
の
再
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
。
つ
ま
り

研
究
・
論
文
指
導
、
審
査
、
学
位
授
与
の
プ
ロ
セ
ス
が

イ
ン
チ
キ
極
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
を
大
問
題
と
し
た
い
。

真
っ
当
な
人
間
が
冷
静
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
指
導
し
て

い
れ
ば
、
犠
牲
を
出
さ
ず
に
済
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。

他
人
が
書
い
た
論
文
チ
ェ
ッ
ク
が
面
倒
な
の
は
分
か
る

が
。
こ
の
類
い
の
大
問
題
は
い
ま
だ
野
放
し
の
よ
う
だ
。

参
考
図
書
と
し
て
『
捏
造
の
科
学
者　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細

胞
事
件
』（
須
田
桃
子
、
文
藝
春
秋
、
二
〇
一
五
年
。
第
46

回
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
受
賞
作
）
を
挙
げ
る

の
が
筋
だ
が
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
引
か
れ
、
別
物
に
し
た
。

疑
問
点
と
し
て
、
守
護
霊
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
出

版
し
た
場
合
の
印
税
は
ど
う
な
る
の
か
が
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
、
信
仰
を
捨
て
、
リ
ア
ル

な
世
界
へ
逃
げ
込
め
ば
、
法
的
に
守
護
霊
は
認
め
難
い

た
め
、
本
対
話
編
は
創
作
系
著
作
と
し
て
カ
テ
ゴ
ラ
イ

ズ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
（
守
護
霊
は
架
空
対
話
に
登
場
す
る

キ
ャ
ラ
）。
ド
ラ
エ
モ
ン
や
ア
ン
パ
ン
マ
ン
に
印
税
が

払
え
な
い
の
と
同
じ
扱
い
で
あ
る
。

4

※
『
神
々
の
汚
れ
た
手

―
旧
石
器
捏
造
・
誰
も
書
か
な
か
っ

た
真
相
　
文
化
庁
・
歴
博
関
係
学
者
の
責
任
を
告
発
す
る
』

（
奥
野
正
男
著
、
梓
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）。

※
『
小
保
方
晴
子
さ
ん
守
護
霊
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
そ
れ
で
も

『
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
』
は
存
在
す
る
』（
大
川
隆
法
著
、
幸
福

の
科
学
出
版
、
二
〇
一
四
年
）。
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書
だ
」
な
ど
と
ヨ
イ
シ
ョ
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
先

の
二
例
と
は
異
な
り
、
ほ
ぼ
ほ
ぼ
罪
人
は
著
者
で
あ
る
。

　

が
、
し
か
し
、
版
元
、
何
や
っ
て
ん
だ
！　

と
言
え

な
く
も
な
い
。
編
集
も
校
閲
も
ど
う
だ
っ
た
の
か
は
分

か
ら
な
い
が
、
心
あ
る
編
集
者
や
校
閲
担
当
な
ら
、
簡

単
に
で
も
チ
ェ
ッ
ク
と
指
摘
は
す
る
は
ず
だ
。
た
だ
、

著
者
が
聞
く
耳
を
持
た
な
い
頑
固
者
だ
と（
指
摘
の
仕
方

も
大
事
）、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
場
合
も
あ
る
の
は
事
実
。

雇
わ
れ
社
員
編
集
者
の
場
合
、
出
版
を
優
先
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
情
も
あ
る
の
で
「
ま
れ
に
読
ま
れ
て
も
、

恥
か
く
の
は
著
者
」
と
周
り
の
同
意
を
得
つ
つ
、
下
版

す
る
こ
と
も
少
な
く
は
な
い
（
自
分
は
そ
う
だ
っ
た
）。

版
元
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
謹
告
と
し
て
「
…
…
同

報
告
書
の
判
断
を
重
く
受
け
と
め
、
著
者
深
井
氏
に
連

絡
の
う
え
で
、
本
書
を
絶
版
と
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
」
と
い
う
他ひ

と人
事ご

と

ス
タ
ン
ス
が
貫
か
れ
て
い
る

（https://w
w
w
.iw

anam
i.co.jp/book/b261288.htm

l

）。

自
分
な
ら「
イ
ン
チ
キ
研
究
史
に
現
れ
た
新
手
法
！
」

と
で
も
帯
を
付
け
て
文
庫
化
し
た
い
と
思
う
。
イ
ン
チ

キ
な
ら
ぬ
編
集
注
と
解
説
を
新
た
に
加
え
。

こ
の
出
版
社
は
音
楽
書
で
も
パ
ク
リ
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、さ
て
、ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。
内
容
を
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
編
集
者
（
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
書
に
は
ギ
リ
シ
ャ
語

が
分
か
る
者
、
音
楽
書
な
ら
楽
の
理
屈
が
分
か
る
者
）
を

担
当
に
す
れ
ば
、
著
者
に
よ
っ
て
は
煙
た
が
る
こ
と
も

あ
る
が
、
多
少
は
不
正
も
思
い
違
い
も
減
る
だ
ろ
う
。

別
著
作
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』（
中
公
新
書
、二

〇
一
七
年
）
は
、
読
売
・
吉
野
作
造
賞
を
受
賞
し
た
が
、

取
り
消
さ
れ
た
。
不
正
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い

斬
新
す
ぎ
た
新
手
法
！

︻
深
井
智
朗︵
ふ
か
い
・
と
も
あ
き
︶︼

捏
造
、
パ
ク
リ
は
世
の
常
、
日
常
茶
飯
事
と
し
て
、

不
正
イ
ン
チ
キ
学
術
研
究
史
に
登
場
し
た
新
手
法
を
紹

介
し
て
お
く
。

『
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
の
聖
な
る
政
治
的
精
神
』。
総
じ
て

ず
さ
ん
な
イ
ン
チ
キ
論
考
で
あ
る
こ
と
は
お
く
と
し

て
、
特
筆
す
べ
き
新
手
法
と
は
、
架
空
の
神
学
者
カ
ー

ル
・
レ
ー
フ
ラ
ー
の
論
文
『
今
日
の
神
学
に
と
っ
て
の

ニ
ー
チ
ェ
』（
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
も
の
は
存
在
し
な
い
）
を

引
用
し
、
論
を
進
め
る
と
い
う
手
の
込
ん
だ
手
法
で
あ

る
。
こ
れ
ほ
ど
創
作
能
力
に
長
け
、
手
間
暇
を
惜
し
ま

な
い
な
ら
、
小
説
と
し
て
リ
メ
イ
ク
す
れ
ば
、「
単
な

る
小
説
を
超
え
た
思
想
、
も
は
や
第
一
級
の
政
治
哲
学

が
、
な
ら
ば
何
を
評
価
し
た
の
や
ら
。

強
行
！

　
︻
竹
中
平
蔵
︵
た
け
な
か
・
へ
い
ぞ
う
︶︼

著
書
『
研
究
開
発
と
設
備
投
資
の
経
済
学
』
は
、
サ

ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
（
一
九
八
四
年
）
を
受
賞
し
た
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
の
出
世
作
で
あ
る
。
個
人
的
に
こ
の

分
野
に
は
全
く
関
心
が
な
い
が
、
高
校
の
大
先
輩
だ
か

ら
と
こ
じ
つ
け
て
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

鈴
木
和
志
氏
（
現
在
、
明
治
大
学
教
授
）
と
の
共
同
研

究
を
竹
中
氏
が
鈴
木
氏
の
意
向
を
顧
み
ず
、
個
人
の
研

究
成
果
と
し
て
強
行
発
表
し
た
。
と
い
う
ア
メ
リ
カ
留

学
時
後
の
若
気
の
至
り
、
で
は
済
ま
さ
れ
そ
う
も
な
い

金
字
塔
。
※
三
ダ
ケ
主
義
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
今
も

香
ば
し
く
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
く
す
ぶ
り
続
け
て
い
る
。

5

※
『
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
の
聖
な
る
政
治
的
精
神

―
ド
イ
ツ
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』（
深
井
智

朗
著
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）。

※
『
研
究
開
発
と
設
備
投
資
の
経
済
学

―
経
済
活
力
を
支

え
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

―
』（
竹
中
平
蔵
著
、
東
洋
経
済
新
報

社
、
一
九
ハ
四
年
）。

※三ダケ主義：今だけ，金だけ，自分だけ（鈴木宣弘氏提唱とされる）
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ザ
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

︻
佐
村
河
内
守
︵
さ
む
ら
ご
う
ち
・
ま
も
る
︶︼

　

セ
ル
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
達
人
で
あ
る
。
雑
誌
の
表

紙
が
全
て
を
物
語
る
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
販
売
中
。

　

氏
の
全
盛
時
に
異
を
唱
え
た
音
楽
家
・
学
者
が
い
た

が
、
い
か
が
わ
し
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、
や
は
り
こ
こ
は

勝
ち
馬
に
乗
っ
て
、
い
ざ
そ
の
時
が
来
れ
ば
、
だ
ま
さ

れ
た
と
被
害
者
面
を
す
れ
ば
何
と
か
な
る
さ
と
世
渡
り

上
手
な
業
界
の
大
人
た
ち
は
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ル
ッ
キ
ズ
ム
隆
盛
の
世
に
あ
っ
て
、
見
た
目
は
大
切

だ
が
、
武
満
フ
ァ
ン
の
自
分
と
し
て
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル

と
ス
ト
ー
リ
ー
先
行
型
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
生
理
的
に

苦
手
で
あ
る
。
こ
れ
も
見
た
目
判
断
に
す
ぎ
な
い
が
。

︻
川
上
伸
一
郎
︵
か
わ
か
み
・
し
ん
い
ち
ろ
う
︶︼

ま
た
の
名
を
シ
ョ
ー
ン
Ｋ
（
シ
ョ
ー
ン
・
マ
ク
ア
ー
ド

ル
川
上
）
と
い
う
。
話
術
、声
質
、英
語
運
用
力
、雰
囲
気
、

ど
れ
も
魅
力
的
で
人
を
引
き
付
け
る
に
は
十
分
過
ぎ
た
。

加
え
て
、
ま
ぶ
し
過
ぎ
る
学
歴
、
経
歴
、
地
位
と
肩
書
、

お
ま
け
に
あ
の
ル
ッ
ク
ス
。
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
完

全
無
敵
で
あ
る
。

著
書
『
Ｍ
Ｂ
Ａ
講
義
生
中
継
経
営
戦
略
』（
Ｔ
Ａ
Ｃ
出

版
、
二
〇
〇
七
年
）
に
は
「
シ
ョ
ー
ン
・
マ
ク
ア
ー
ド
ル

川
上　

ブ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
代
表
取
締
役
、
マ
ネ
ジ
ン
グ
パ
ー
ト

ナ
ー
。
大
手
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
フ
ァ
ー
ム
、
投
信
投
資

顧
問
会
社
を
経
て
、
95
年
に
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

独
立
。
専
門
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
デ
ィ
ベ
ロ
プ
メ
ン
ト
（
全

社
戦
略
開
発
）、新
規
事
業
開
発
支
援
。
現
在
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

パ
リ
、
東
京
な
ど
6
ヶ
国
7
都
市
を
拠
点
に
、
日
系
、
外
資

系
企
業
の
様
々
な
事
業
領
域
に
お
け
る
戦
略
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
運
営
事
業
、
地
方
自
治
体
、
各

国
政
府
・
行
政
団
体
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
に

も
従
事
。
そ
の
他
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
・
創
業
支
援
、
ビ
ジ

ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
ス
キ
ル
開
発
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も

行
う
。
ま
た
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
番
組
を
中
心
に
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
、
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
も
活
動
。
現
在
、Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
Ｊ-

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ『
大

和
証
券
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
21
』（
毎
週
土
曜
22
時
〜
）の
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
を
務
め
て
い
る
」
と
あ
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で

Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
、
パ
リ
第
一
大
学
に
留
学
と
く
れ
ば
、
そ

れ
は
も
う
…
…
。
ラ
ジ
オ
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
以
外
は

実
の
と
こ
ろ
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
何
だ
か
ス
ゴ
そ
う

な
感
じ
は
否
め
な
い
。

余
談
①
と
し
て
、
ホ
ラ
ッ
チ
ョ
川
上
と
い
う
あ
だ
名

が
あ
っ
た
と
か
。
ホ
ラ
ッ
チ
ョ
と
い
え
ば
、
ハ
ム
レ
ッ

ト
の
親
友
ホ
レ
ー
シ
オ
、
ロ
ー
マ
最
高
の
詩
人
ホ
ラ
ー

テ
ィ
ウ
ス
、
と
も
に
言
葉
と
教
養
の
達
人
で
あ
る
。
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
法ほ

ら螺+

ち
ょ
（
接
尾
辞
）
で
あ
ろ
う
。

法
は
ダ
ル
マ
、
螺
は
シ
ャ
ン
カ
（
螺
貝
）。
説
法
は
巧

み
な
話
術
で
広
く
人
々
の
心
に
響
き
渡
っ
た
の
は
事
実
。

余
談
②
と
し
て
、
著
名
人
が
、
ラ
イ
タ
ー
の
下
書
き

に
手
を
入
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
含
め
、
名
義
貸
し
で

出
版
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
ゴ
ー
ス
ト
経
験
は
自

分
に
も
あ
る
。
出
版
慣
れ
し
た
プ
ロ
っ
ぽ
い
著
者
に
多

い
の
も
事
実
で
、
逆
に
、
ア
マ
チ
ャ
っ
ぽ
い
著
者
は
自

分
で
書
き
た
が
る
こ
だ
わ
り
傾
向
が
強
い
よ
う
な
、
性

格
に
よ
る
よ
う
な
。
違
和
感
な
く
、
完
成
度
が
高
け
れ

ば
、
そ
し
て
そ
の
人
ら
し
い
も
の
が
で
き
れ
ば
、
過
程

は
ど
う
で
も
構
わ
な
い
。
さ
て
、
☜
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

※
『『
自
分
力
』
を
鍛
え
る
』（
シ
ョ
ー
ン
Ｋ
著
、
あ
さ
出
版
、

二
〇
〇
八
年
）。

※
『
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
』
佐
村
河
内
守
、
ソ
ン
・
ヨ
ル
ム
の
ス

ペ
シ
ャ
ル
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
あ
り
（
株
式
会
社
ハ
ン
ナ
、

二
〇
一
三
年
一
一
月
号
）。
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︻
小
池
百
合
子
︵
こ
い
け
・
ゆ
り
こ
︶︼

学
歴
詐
称
、
カ
イ
ロ
大
学
と
に
ぎ
や
か
に
、
選
挙
の

訪
れ
を
告
げ
る
の
は
必
ず
こ
の
話
題
で
あ
る
。
学
歴
な

ど
、
ど
う
で
あ
れ
、
小
池
氏
の
能
力
や
実
績
が
変
わ
る

わ
け
で
も
な
く
、
選
挙
は
、
建
前
と
し
て
こ
れ
か
ら
を

選
ぶ
も
の
で
あ
る
。
学
歴
好
き
の
世
間
に
訴
え
る
政
治

利
用
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
る
な

ら
、
政
策
や
実
績
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

首
席
卒
業
は
嘘
だ
と
し
て
も
卒
業
は
認
め
よ
う
。

す
る
と
卒
業
の
プ
ロ
セ
ス
が
お
か
し
い
と
か
。
学
力
が
、

ア
ラ
ビ
ア
語
能
力
が
、
単
位
が
ど
う
の
こ
う
の
と
か
。

し
か
し
そ
れ
は
、
卒
業
す
る
と
は
か
く
あ
る
べ
し
と

い
う
和
風
で
画
一
的
な
先
入
観
か
ら
の
い
ち
ゃ
も
ん
で

し
か
な
い
だ
ろ
う
。
時
代
は
も
う
ク
ラ
ウ
ド
に
し
て
グ

ロ
ー
バ
ル
？　

ど
の
よ
う
な
策
を
講
じ
よ
う
と
も
卒
業

は
卒
業
で
あ
り
、
中
身
は
軽
か
ろ
う
が
、
証
書
は
重
い
。

人
生
い
ろ
い
ろ
な
の
で
あ
る
。

ト
ン
デ
モ
本
の
皇
帝

︻
副
島
隆
彦
︵
そ
え
じ
ま
・
た
か
ひ
こ
︶︼

と
学
会
主
催
の
日
本
ト
ン
デ
モ
本
大
賞
、
中
で
も
栄

え
あ
る
二
〇
周
年
記
念
の
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・
ベ
ス
ト
に

輝
い
た
の
が
『
人
類
の
月
面
着
陸
は
無
か
っ
た
ろ
う
論
』

だ
。
ま
さ
し
く
、
ト
ン
デ
モ
本
の
皇
帝
、
い
わ
ば
ア
ウ

グ
ス
ト
ゥ
ス
・
ト
ン
デ
モ
ボ
ヌ
ス
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

各
年
度
の
受
賞
作
は
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
第
一
級
の
や
ん
ご

と
な
き
ト
ン
デ
モ
本
で
あ
る
。
し
か
し
皇
帝
に
つ
い
て

は
、
主
催
側
が
『
と
学
会
レ
ポ
ー
ト　

人
類
の
月
面
着

陸
は
あ
っ
た
ん
だ
論
』（
山
本
弘
ほ
か
共
著
、
楽
工
社
、
二

〇
〇
五
年
）
を
出
版
し
た
ほ
ど
の
高
評
価
だ
っ
た
。

　

著
者
の
副
島
氏
は
博
学
・
碩せ
き
が
く学
で
知
ら
れ
、
お
ま
け

に
雑
学
で
も
あ
り
、
予
備
校
英
語
講
師
の
経
験
も
あ
る
。

お
勉
強
英
語
社
界
に
一
石
を
投
じ
た
『
欠
陥
英
和
辞
典

の
研
究
（
別
冊
宝
島
）』（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出
版
局
、一
九
八
九
年
）、

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
ガ
チ
の
英
語
学
者
、
渡
部
昇

一
氏
と
繰
り
広
げ
たG

ood m
orninng

論
争
は
（
面
白

過
ぎ
る
の
で
）一
読
に
値
す
る（『
英
文
法
を
撫
で
る
』渡
部

昇
一
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、
一
九
九
六
年
も
参
照
）。

　

副
島
氏
は
、
大
胆
な
仮
説
構
築
や
制
度
や
シ
ス
テ
ム

の
バ
グ
を
的
確
に
指
摘
す
る
こ
と
に
長
け
て
お
り
、
例

え
ば
、
理
系
文
系
の
区
分
、
文
学
部
哲
学
科
や
人
文
科

学
と
い
う
意
味
不
明
な
も
の
を
当
た
り
前
に
受
け
入
れ

て
い
る
日
本
の
大
学
制
度
に
対
す
る
煙
た
が
ら
れ
そ
う

な
批
判
な
ど
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
イ
ン
テ
リ
型
思
索

屋
で
あ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、G

ood m
orninng

論
や
月

面
着
陸
の
よ
う
な
マ
ニ
ア
ッ
ク
で
ニ
ッ
チ
な
事
実
、
理

論
の
集
積
と
検
証
を
経
て
出
来
上
が
っ
て
い
る
専
門
分

野
で
は
迷
走
す
る
が
（
け
れ
ど
そ
の
理
に
か
な
っ
た
迷
走

が
面
白
い
）、
迷
走
が
生
き
る
政
治
論
評
は
輝
い
て
い
る

（『
新
版
決
然
た
る
政
治
学
へ
の
道
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇

一
〇
年
参
照
）。

※
『
女
帝
　
小
池
百
合
子
』（
石
井
妙
子
著
、
文
藝
春
秋
、

二
〇
二
〇
年
、
文
庫
版
二
〇
二
三
年
）。

※
『
人
類
の
月
面
着
陸
は
無
か
っ
た
ろ
う
論
』（
副
島
隆
彦
著
、

徳
間
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）。

※
『
英
文
法
の
謎
を
解
く
』（
続
編
、
完
結
編
を
含
め
、
全
三
巻
、

　
副
島
隆
彦
著
、
筑
摩
書
房
、一
九
九
五
、一
九
九
七
、一
九
九
八
年
）。
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ニ
セ
モ
ノ
と
言
え
ば
、
い
ろ
い
ろ
思
い
付
く
が
、
今

回
は
日
常
生
活
環
境
の
物
か
ら
入
っ
て
い
き
た
い
。

日
常
環
境
は
ニ
セ
モ
ノ
だ
ら
け
。

何
が
本
物
か
ニ
セ
モ
ノ
か
は
区
別
し
に
く
い
。
素
材

や
原
料
は
本
物
や
天
然
に
見
え
て
も
、
案
外
、
人
工
的

な
合
成
物
質
で
ニ
セ
モ
ノ
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
本
物
だ
ろ
う
が
、
ニ
セ
モ
ノ
だ

ろ
う
が
気
に
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
必
ず
し
も
本
物
は

ニ
セ
モ
ノ
よ
り
優
れ
て
い
る
と
も
言
え
な
い
。

特
に
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
ー
で
は
、
合
成
物
質
の
素
材

は
値
段
を
下
げ
る
よ
り
も
機
能
性
は
上
げ
る
た
め
と
思

え
る
。
軽
い
、
丈
夫
、
通
気
性
良
く
、
乾
き
が
早
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。

必
ず
し
も
本
物
は
ニ
セ
モ
ノ
よ
り
優
れ
て
い
る
と
も

言
え
な
い
の
は
、
ブ
ラ
ン
ド
品
に
関
し
て
も
そ
う
思
う

こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ブ
ラ
ン
ド
品
の
つ
も
り
で

購
入
し
た
高
額
商
品
が
ニ
セ
モ
ノ
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
は

良
く
な
い
。
一
種
の
詐
欺
だ
。

そ
れ
で
は
何
で
ブ
ラ
ン
ド
品
に
高
い
対
価
を
支
払
う

の
か
？

特
に
本
物
と
ニ
セ
モ
ノ
と
の
見
分
け
が
付
き
に
く
く
、

品
質
も
機
能
も
大
し
て
変
わ
ら
な
い
場
合
、
ブ
ラ
ン
ド

も
一
種
の
詐
欺
？　

必
要
以
上
に
人
か
ら
お
金
を
巻
き

上
げ
て
い
る
？　

広
告
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
人
を
だ

ま
し
て
い
る
？

そ
れ
は
気
持
ち
の
問
題
か
も
し
れ
な
い
。
物
は
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
持
ち
物
は

自
分
を
反
映
し
て
い
る
と
思
っ
て
し
ま
う
。
本
物
を
持

て
ば
、
自
分
も
本
物
。
価
値
の
あ
る
物
も
持
て
ば
、
自

分
に
も
価
値
が
あ
る
と
思
っ
て
し
ま
う
。

価
値
が
あ
る
か
ら
値
段
が
高
い
の
で
は
な
く
、
値
段

が
高
い
か
ら
価
値
が
あ
る
。
第
一
、
安
け
れ
ば
、
高
級

ブ
ラ
ン
ド
と
は
言
え
な
い
。
皆
に
手
が
届
く
物
は
、
ブ

ラ
ン
ド
品
と
も
言
え
な
い
。
皆
に
手
が
届
か
な
い
か
ら

こ
そ
持
っ
て
い
る
と
う
れ
し
い
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
自
分
だ
け
が
所
有
し
て
い
な
い

の
は
面
白
く
な
い
か
ら
、
無
理
し
て
ま
で
手
に
入
れ
よ

う
と
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
ニ
セ
モ
ノ
を
買
お
う
か
と
も
考

え
る
が
、
ニ
セ
モ
ノ
や
安
物
に
は
そ
れ
な
り
の
不
安
も

あ
る
。

人
は
値
段
が
高
い
方
が
優
れ
た
も
の
だ
と
思
う
。
そ

し
て
値
段
が
安
い
と
、
な
ぜ
安
い
の
か
と
怪
し
む
こ
と

も
あ
る
。
高
い
物
を
買
っ
た
か
ら
に
は
、
そ
れ
な
り
の

価
値
が
あ
る
と
思
い
た
い
。
誰
も
が
自
分
が
間
違
っ
た

こ
と
や
馬
鹿
な
こ
と
を
し
た
と
は
思
い
た
く
な
い
、
思

わ
れ
た
く
な
い
。
だ
か
ら
自
分
の
行
動
︵
買
い
物
︶
を

正
当
化
し
よ
う
と
す
る
。
心
理
学
の
専
門
用
語
で
は
認

知
的
不
協
和
︵C

ognitive D
issonance

︶
と
い
い
、
様
々

な
興
味
深
い
実
験
や
症
例
も
あ
る
。  

デ
ザ
イ
ン
、
素
材
、
作
り
方
、
機
能
性
、
安
全
性
︵
怪

我
や
健
康
被
害
の
リ
ス
ク
が
低
い
︶、
持
続
、
最
近
で
は

環
境
的
、
社
会
的
考
慮
も
含
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
ブ
ラ

ン
ド
か
ら
得
ら
れ
る
保
証
と
信
頼
性
。

ブ
ラ
ン
ド
だ
か
ら
こ
そ
安
心
で
き
る
。
安
い
も
の
は

そ
れ
な
り
の
訳
あ
り
:
安
い
素
材
、
安
い
作
り
、
す
ぐ

壊
れ
る
な
ど
の
偏
見
が
あ
る
。
実
際
に
そ
の
よ
う
な
こ

ニ
セ
モ
ノ
の
心
理
学

今
道
友
昭
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
）

8
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と
も
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

結
局
、
多
く
の
商
品
に
関
す
る
感
想
は
必
ず
し
も
実

感
し
た
も
の
で
は
な
く
、
思
い
込
み
の
場
合
が
多
い
。

周
り
に
誰
が
使
用
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
が

作
ら
れ
、
影
響
を
受
け
る
。
い
わ
ゆ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
の
こ
と
で
も
あ
る
。
企
業
は
そ
れ
を
利
用
し
て
広

告
に
投
資
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
商
品
そ
の
も
の
よ

り
も
の
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
投
資
す
る
。

良
い
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
さ
せ
れ
ば
、
商
品
も
よ
く
見

え
る
。
行
動
主
義
心
理
︵B

ehaviorism
︶
で
は　

連
想

学
習︵A

ssociative L
earning

︶と
し
て
定
着
し
い
て
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
で
も
広
く
応
用
さ
れ
て
い
る
。

私
も
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
趣

味
な
私
は
あ
る
店
で
靴
を
勧
め
ら
れ
た
。
そ
の
靴
は
ナ

イ
キ
だ
っ
た
。
ナ
イ
キ
は
信
頼
性
の
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
だ

と
思
っ
た
。
周
り
に
は
愛
用
し
て
い
る
ラ
ン
ナ
ー
も
多

く
、
よ
く
目
に
付
く
ブ
ラ
ン
ド
だ
。

無
意
識
に
ナ
イ
キ
の
着
用
し
て
い
る
様
々
な
凄
い
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
イ
メ
ー
ジ
が
横
切
っ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
凄
い
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
何
を
着
用

し
て
も
凄
い
し
、
速
く
な
い
人
は
何
を
着
用
し
て
も
速

く
な
い
が
、
無
意
識
は
そ
こ
ま
で
考
え
な
い
。
そ
こ
ま

で
考
え
な
い
が
、
判
断
に
は
影
響
す
る
。

そ
の
靴
は
た
だ
の
ナ
イ
キ
で
は
な
か
っ
た
。
新
作
の

ナ
イ
キ
３
６
０
。
靴
底
の
全
て
が
エ
ア
︵A

ir

︶。
そ
れ

ま
で
の
ナ
イ
キ
は
一
部
し
か
エ
ア
で
は
な
か
っ
が
、
今

回
は
す
べ
て
エ
ア
！　

こ
れ
ぞ
ナ
イ
キ
の
頂
点
。
そ
の

た
め
か
、
そ
れ
な
り
の
強
気
の
値
段
設
定
。
そ
し
て
私

に
は
そ
れ
な
り
の
期
待
と
希
望
的
観
測︵W

ishful T
hink

-ing

︶
が
あ
っ
た
。

今
考
え
る
と
「
空
気
」
を
売
り
物
に
す
る
の
は
な
か

な
か
の
も
の
だ
。
エ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
は
エ
ア
が
入
っ
て

い
る
か
ら
軽
い
、
そ
し
て
ク
ッ
シ
ョ
ン
は
脚
に
良
い
。

そ
こ
で
の
神
話
︵M

yth

︶
は
、
ま
ず
エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン

に
入
っ
て
い
る
の
は
エ
ア
で
は
な
く
、
二
〇
〇
六
年
ま

で
は
Ｓ
Ｆ
６
︵
六
フ
ッ
化
硫
黄
︶
で
あ
る
。
空
気
よ
り

漏
れ
に
く
い
が
、か
な
り
の
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る︵
二

酸
化
炭
素
の
二
万
二
千
八
〇
〇
倍
、
か
つ
大
気
中
の
寿
命
が

長
い
︶。
そ
れ
以
降
は
Ｎ
︵
窒
素
︶
に
切
り
替
わ
っ
た
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
私
の
履
い
て
い
た
そ
の
靴
は
ガ
ス

漏
れ
を
起
こ
し
、
パ
ン
ク
し
て
し
ま
っ
た
。
今
ま
で
の

靴
で
一
番
値
段
が
高
く
、
寿
命
が
一
番
短
か
っ
た
。

も
う
一
つ
の
神
話
は
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
は
必
ず
し
も
脚

に
良
い
と
は
限
ら
な
い
。
逆
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
多
い
ほ

ど
脚
の
怪
我
が
多
い
と
い
う
統
計
も
あ
る
。
因
果
関
係

は
不
明
で
あ
る
が
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
多
け
れ
ば
逆
に
脚

へ
の
負
担
が
増
え
る
走
り
方
に
な
る
と
い
う
実
験
結
果

も
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
マ
ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル
著B

O
R

N
 

T
O

 R
U

N

︵﹃
走
る
た
め
に
生
ま
れ
た
﹄︶
に
よ
っ
て
広
く

紹
介
さ
れ
、
一
時
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
少
な
い
靴
も
流
行
し
、

そ
れ
ま
で
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
ナ
イ
キ
も

ク
ッ
シ
ョ
ン
の
無
い
ナ
イ
キ
フ
リ
ー
を
売
り
出
し
た
。

そ
こ
で
も
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
無
い
の
を
売
り
に
し
て
の
強

気
の
値
段
設
定
。
今
で
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
ど
こ
ろ
か
、
厚

底
が
流
行
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
で
底
が
厚

く
な
っ
た
靴
よ
り
も
底
が
厚
い
。

ロ
ゴ
が
無
け
れ
ば
、
厚
底
の
靴
の
ブ
ラ
ン
ド
の
区
別

は
付
き
に
く
い
。
そ
れ
ほ
ど
違
い
は
な
い
か
も
し
れ
な

今道友昭（いまみち・ともあき）
ニューヨーク市立大学のラガーディ
ア・コミュニティ・カレッジと大学
院の心理学准教授．ニューヨーク市
立大学大学院で環境心理学の博士号
を取得．批判心理学，環境と健康と
社会正義と持続可能性の関わり，日
常生活環境の現象学的アプローチと
存在様式などが興味分野．ニューヨー
クマラソンを 2時間 58分で完走．
https://lagcc-cuny.digication.com/
tomo_ imamichi/Welcome/

い
と
い
う
説
も
あ
る
。
実
際
に
欧
米
や
日
本
の
異
な
る

会
社
が
、
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
の
同
じ
製
造
ラ
イ
ン
と
労

働
者
を
使
っ
て
い
る
話
も
あ
り
、
材
料
も
製
造
プ
ロ
セ

ス
も
大
し
て
変
わ
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
や
日
本
製
の
靴
が

良
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
実
は
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
チ
ャ

イ
ナ
で
あ
る
。　
︵
い
ま
み
ち
・
と
も
あ
き　

環
境
心
理
学
︶
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A 新
・
世
界
の
名
著
④

的
証
明
に
突
き
抜
け
、『
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
寄

進
状
』
が
偽
書
で
あ
る
こ
と
や
ウ
ル
ガ
ー
タ
（
当
時
の

聖
書
の
大
権
威
版
）
の
誤
謬
を
指
摘
す
る
な
ど
、
権
威
の

偽
り
を
暴
く
、
科
学
的
正
し
さ
を
追
求
し
た
世
に
波
風

を
立
た
せ
る
研
究
者
だ
っ
た
よ
う
だ
。
教
会
に
限
ら
ず
、

今
日
で
も
大
権
威
が
シ
ロ
と
言
え
ば
、
真
っ
黒
で
も
シ

ロ
な
の
が
沈
黙
を
伴
う
実
情
だ
と
思
わ
れ
る
が
…
…
。

　
そ
れ
は
そ
も
か
く
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
Ｄ
文
書
、
出

発
点
の
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
著
作
『
エ
ン
ネ
ア
デ
ス
』
か

ら
し
て
キ
テ
レ
ツ
で
ぶ
っ
飛
ん
だ
文
面
だ
が
、
そ
の
極

み
の
よ
う
な
Ｄ
文
書
は
、
オ
カ
ル
ト
チ
ッ
ク
に
し
て
神

秘
的
、
文
面
と
内
容
は
一
見
に
値
す
る
。

　
で
き
れ
ば
チ
ラ
見
し
て
い
た
だ
き
、
リ
デ
（
ド
）
ル=

ス
コ
ッ
ト
（
字
の
細
か
い
大
型
の
辞
書
）
を
も
っ
て
し
て

も
全
く
太
刀
打
ち
で
き
な
い
奇
怪
な
語
句
の
オ
ン
パ
レ

ー
ド
に
し
び
れ
、
主
観
的
思
弁
に
悶も
ん
ぜ
つ絶
し
て
欲
し
い
。

鎖
（
五
二
九
年
）
で
公
式
に
は
終
了
し
た
。
と
ほ
ぼ
同
時

期
に
Ｄ
文
書
が
現
れ
、
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
た
ギ

リ
シ
ャ
思
想
を
勢
い
付
く
キ
リ
ス
ト
教
思
想
へ
ち
ゃ
っ

か
り
混
入
さ
せ
た
ら
し
い
。
ブ
レ
ン
ド
具
合
は
絶
妙
だ
。

　
混
入
さ
せ
ら
れ
た
側
に
し
て
も
、
信
仰
の
思
弁
的
な

強
化
、
体
系
化
に
役
立
ち
、
つ
ま
り
深
淵
に
し
て
極
め

て
カ
ッ
コ
よ
く
そ
れ
ら
し
く
な
っ
た
わ
け
で
、
し
か
も

あ
の
ア
テ
ネ
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
の
著
作
と
く
れ
ば
、

あ
り
が
た
が
き
こ
と
、
こ
の
う
え
な
い
（
こ
の
信
仰
も

古
い
ほ
ど
偉
い
）。

　
し
か
し
、
一
五
世
紀
に
、
嘘
は
バ
レ
た
。

Ｍ
・
ル
タ
ー
は
ア
レ
は
キ
リ
ス
ト
教
文
書
な
ど
で
は

な
く
、
ぜ
ん
ぜ
ん
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
思
想
だ
か
ら
信

仰
に
は
向
か
な
い
と
見
抜
き
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ヴ
ァ
ッ

ラ
は
こ
の
権
威
あ
る
Ｄ
文
書
が
偽
書
で
あ
る
こ
と
を
こ

と
を
ほ
ぼ
ほ
ぼ
証
明
し
た
。
Ｌ
・
ヴ
ァ
ッ
ラ
は
文
献
学

群
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文
・ham

acken

G
偽
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
ウ
ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
タ
文
書

　
文
春
砲
が
な
か
っ
た
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、

一
千
年
以
上
に
わ
た
り
、
ホ
ン
モ
ノ
と
し
て
西
洋
思
想

（
の
一
分
野
）
に
絶
大
な
影
響
を
与
え
続
け
、
い
や
、
嘘う
そ

が
バ
レ
た
今
日
に
お
い
て
も
高
い
評
価（
思
想
史
的
に
価

値
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
現
代
に
お
い
て
科
学
的
に
正
し

い
わ
け
で
は
な
い
）は
変
わ
ら
な
い
著
作
群
が
あ
る
。『
天

上
位ヒ
エ
ラ
ル
キ
ア

階
論
』『
教
会
位ヒ
エ
ラ
ル
キ
ア

階
論
』『
神
名
論
』『
神
秘
神
学
』

と
一
〇
通
の
書
簡
か
ら
な
る
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
ウ
ス
・
ア
レ

オ
パ
ギ
タ
文
書
（
略
し
て
Ｄ
文
書
）
で
あ
る
。
そ
の
他
、

タ
イ
ト
ル
の
み
言
及
さ
れ
る
『
象
徴
神
学
』
と
『
神
学
綱

要
』
は
現
存
し
な
い
が
、
そ
も
そ
も
存
在
し
な
か
っ
た

説
も
あ
る
。

著
者
（
五
、六
世
紀
）
は
、
パ
ウ
ロ
（
一
世
紀
）
の
教
説

で
改
心
↓
受
洗
し
た
ア
テ
ナ
イ
の
ア
レ
オ
パ
ゴ
ス
評
議

員
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
の
名
を
語
り
、
つ
ま
り
権
威
あ

る
教
会
第
一
世
代
の
聖
職
者
を
装
い
、
ま
ん
ま
と
キ
リ

ス
ト
教
世
間
4

4

を
欺
き
続
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
た
だ
偽
る
だ
け
な
ら
、
時
代
を
問
わ
ず
、
話
題
に
な

る
こ
と
も
な
い
が
、
少
な
か
ら
ず
の
社
会
的
功
績
や
影

響
力
（
と
濃
厚
な
内
容
）
が
あ
れ
ば
、
な
か
な
か
放
っ
て

お
い
て
は
も
ら
え
な
い
。
Ｄ
文
書
の

功
績
、
影
響
力
は
新
プ
ラ
ト
ン
主
義

の
積
極
的
延
命
と
キ
リ
ス
ト
教
思
想

の
理
論
武
装
で
あ
る
。

　
プ
ラ
ト
ン
由
来
の
新
プ
ラ
ト
ン
主

義
は
、
ア
カ
デ
メ
イ
ア
（
前
四
世
紀

に
プ
ラ
ト
ン
が
作
っ
た
学
園
。
地
名
が

そ
の
ま
ま
学
園
名
で
、
昨
今
の
意
識
高

い
系
が
好
む
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
俗

物
的
な
胡
散
臭
い
響
き
は
な
い
）
の
閉
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νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

Αἴας θο
λερῷ

Αἴας θο
λερῷ

κεῖτα
ι χειμῶνι νο

σήσας. 

κεῖτα
ι χειμῶνι νο

σήσας. 
νῦν 

γὰρ ὁ δε
ινὸς 

μέγας ὠμοκρατὴς

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

佐
藤
二
葉
の
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
声
を
探
し
て

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ギ
リ
シ

ア
の
男
た
ち
は
通
常
兵
役
が
課
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
イ

ー
リ
ア
ス
を
聞
い
て
い
た
人
々
の
多
く
、
ギ
リ
シ
ア
劇

を
見
て
い
た
市
民
た
ち
の
多
く
は
、
戦
争
を
知
っ
て
い

た
は
ず
だ

―
そ
う
思
い
な
が
ら
読
み
進
め
て
い
く
と
、

第
五
部
20
章
「
自
分
の
声
を
見
つ
け
る

―
リ
ズ
ム
の

共
有
と
演
劇
」
で
、
ま
さ
に
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
が
登
場
し

た
。
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ド
ー
リ
ー
ズ
と
い
う
演
出
家
が
、

二
〇
〇
八
年
に
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
海
兵
隊
員
た
ち
に
向

け
て
『
ア
イ
ア
ー
ス
』
の
朗
読
会
を
行
っ
た
。
こ
れ
は

大
き
な
反
響
を
得
た
そ
う
で
、
こ
の
企
画
は
そ
の
後
ア

メ
リ
カ
国
内
外
で
二
〇
〇
回
を
超
え
る
上
演
に
発
展
し
、

戦
争
帰
還
兵
た
ち
の
窮
状
を
人
に
伝
え
、
彼
ら
の
家
族

や
友
人
た
ち
に
対
話
と
理
解
を
促
し
た
と
い
う
。

こ
の
演
出
家
ド
ー
リ
ー
ズ
に
よ
る
本
、T

he T
heatre 

of W
ar: W

hat A
ncient G

reek T
ragedies C

an T
each 

U
s T

oday

を
最
近
読
み
始
め
た
。
彼
は
大
学
で
西
洋
古

A

言
っ
た
ま
さ
に
演
劇
的
な
療
法
や
ダ
ン
ス
や
音
楽
を
通

じ
て
、
自
分
の
体
を
自
分
自
身
が
支
配
し
て
い
る
と
い

う
感
覚
や
「
今
」
の
感
覚
、
自
己
感
覚
や
自
己
同
一
性

感
覚
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
に
、「
芸

術
」
と
私
た
ち
が
呼
ん
で
い
る
も
の
の
途
方
も
な
い
力

を
感
じ
た
。

こ
の
本
の
前
半
で
は
、
ト
ラ
ウ
マ
を
負
っ
た
様
々
な

人
々
の
症
例
が
報
告
さ
れ
る
。

親
友
が
目
の
前
で
惨
た
ら
し
く
殺
さ
れ
、
逆
上
し
て

罪
の
な
い
人
々
を
虐
殺
し
て
し
ま
っ
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
帰

還
兵
の
話
や
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
で
途
方
も
な
い
苦
し
み
に
苛さ

い
なま

れ
、
人
生
が
凍
り
付
い
て
し
ま
っ
た
退
役
軍
人
の
話
を

読
ん
で
、『
イ
ー
リ
ア
ス
』
で
描
か
れ
る
苛
烈
な
怒
り
と

復ふ
く
し
ゅ
う

讐
行
為
や
、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
で
描
か
れ
る
英
雄
た
ち

の
苦
し
み
は
、
詩
的
誇
張
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
普
通

に
は
語
り
え
な
い
、
語
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
々
を
、

物
語
や
詩
の
力
で
何
と
か
捉
え
よ
う
と
す
る
営
み
だ
っ

『
身
体
は
ト
ラ
ウ
マ
を
記
録
す
る

―
脳
・
心
・
体
の

つ
な
が
り
と
回
復
の
た
め
の
手
法
』（
べ
ッ
セ
ル
・
ヴ
ァ

ン
・
デ
ア
・
コ
ー
ク
著
、
柴
田
裕
之
訳
、
紀
伊
國
屋
書
店
）

と
い
う
本
が
あ
る
。
ト
ラ
ウ
マ
研
究
の
第
一
人
者
に
よ

る
世
界
的
に
評
価
が
高
い
書
籍
と
い
う
こ
と
で
、
数
年

前
に
興
味
を
持
っ
て
手
に
取
り
、
様
々
な
側
面
か
ら
感

銘
を
受
け
た
。
深
く
傷
つ
き
、
不
可
逆
に
人
生
を
変
え

ら
れ
て
し
ま
っ
た
人
間
の
、
回
復
し
よ
う
と
い
う
心
身

の
働
き
と
、
そ
れ
を
手
助
け
し
よ
う
と
す
る
専
門
家
た

ち

―
こ
れ
は
医
師
に
限
ら
ず
、
訓
練
を
受
け
た
芸
術

家
た
ち
な
ど
も
含
ま
れ
る

―
の
営
み
に
心
打
た
れ
た
。

と
り
わ
け
、
第
五
部
「
回
復
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
道
」
で

描
か
れ
る
、
音
楽
や
ダ
ン
ス
、
そ
し
て
演
劇
を
用
い
た

療
法
の
報
告
の
く
だ
り
が
深
く
胸
に
染
み
入
っ
た
。
起

こ
っ
て
し
ま
っ
た
「
過
去
」
を
今
の
時
点
で
身
体
的
に

再
体
験
し
、
安
心
で
き
る
環
境
で
そ
の
過
去
を
作
り
直

し
、
疑
似
体
験
し
、
新
し
い
記
憶
を
生
み
出
す
…
…
と

5
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
『
ア
イ
ア
ー
ス
』

佐
藤
二
葉
の

佐
藤
二
葉
の
ギ
リ
シ
ア

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

『
身
体
は
ト
ラ
ウ
マ
を
記
録
す
る

佐
藤
二
葉
の

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

A

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

A

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

A

Αἴας θο
λερῷ

Αἴας θο
λερῷ
「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

Αἴας θο
λερῷ
「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

κεῖτα
ι χειμῶνι νο

σήσας. 
佐
藤
二
葉
のκεῖτα

ι χειμῶνι νο
σήσας. 
佐
藤
二
葉
のκεῖτα

ι χειμῶνι νο
σήσας. 

κεῖτα
ι χειμῶνι νο

σήσας. 
「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

κεῖτα
ι χειμῶνι νο

σήσας. 
「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

κεῖτα
ι χειμῶνι νο

σήσας. 
「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

悲
劇
の

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

探
し
て

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」
5

悲
劇言

っ
た
ま
さ
に
演
劇
的
な
療
法
や
ダ
ン
ス
や
音
楽
を
通

声
を
探
し
て

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

悲
劇
の

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴςの

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴςの

声

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

声

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

νῦν 
γὰρ ὁ δε

ινὸς 
μέγας ὠμοκρατὴς

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」Αἴας θο

λερῷ

Αἴας θο
λερῷ

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」Αἴας θο

λερῷ

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」κεῖτα

ι χειμῶνι νο
σήσας. 

κεῖτα
ι χειμῶνι νο

σήσας. 
を

κεῖτα
ι χειμῶνι νο

σήσας. 
を
探

κεῖτα
ι χειμῶνι νο

σήσας. 探

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」κεῖτα

ι χειμῶνι νο
σήσας. 

「
心
狂
わ
す
病
の
嵐
」

ロレ
ンを

ロレ
ンを

探
ロレ
ン

探
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「
あ
の
恐
ろ
し
く
も
た
く
ま
し
い
ア
イ
ア
ー
ス
さ

ま
が
、
心
狂
わ
す
病
の
嵐
に
う
た
れ
、
い
ま
は
倒

れ
て
お
し
ま
い
に
な
り
ま
し
た
」　　
　
　
　

（
二
〇
五-

七
行
）

テ
ク
メ
ー
ッ
サ
は
こ
れ
が
「
病
」
だ
と
分
か
っ
て
い

る
。
で
も
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
ア
イ
ア
ー
ス

自
身
に
も
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
彼
の
、
テ

ク
メ
ー
ッ
サ
へ
向
け
た
「
女
よ
、
沈
黙
は
女
た
ち
を
美

し
く
す
る
」
と
い
う
言
葉
や
、
自
分
の
息
子
を
抱
き
寄

せ
て
言
う
、「
こ
の
生
々
し
い
血
の
跡
を
見
た
と
て
、
こ

の
子
は
こ
わ
が
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
筈
だ
。
も
し
本

当
に
こ
の
父
の
血
を
受
け
た
子
で
あ
る
な
ら
ば
」
と
い

う
台せ

り
ふ詞

か
ら
、
ア
イ
ア
ー
ス
は
昔
な
が
ら
の
神
話
的
な

倫
理
観
、
英
雄
性
、
男
ら
し
さ
の
美
徳
の
よ
う
な
も
の

に
の
っ
と
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
こ
の
「
英
雄
ら
し

さ
／
男
ら
し
さ
」
が
よ
り
一
層
ア
イ
ア
ー
ス
を
苦
し
め
、

が
ん
じ
が
ら
め
に
し
、
回
復
か
ら
遠
ざ
け
て
い
る
よ
う

に
も
感
じ
ら
れ
る
。

一
瞬
、
生
へ
の
希
望
を
見
い
だ
し
た
か
の
よ
う
に
周

囲
の
人
々
に
思
わ
せ
て
か
ら
、
ア
イ
ア
ー
ス
が
自
害
す

る
、
と
い
う
展
開
も
妙
に
生
々
し
く
リ
ア
ル
だ
。
ア
イ

ア
ー
ス
の
亡な

き
が
ら骸

を
中
心
に
諍い

さ
かい

合
う
テ
ウ
ク
ロ
ス
と
メ

ネ
ラ
ー
オ
ス
の
や
り
と
り
も
、
遺
体
を
踏
み
に
じ
ろ
う

と
す
る
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
の
姿
も
、
死
者
を
辱
め
る
べ

き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
様
子
も
、

典
を
学
ん
だ
人
で
、
非
常
に
難
し
い
病
気
に
罹か

か

っ
た
恋

人
を
失
っ
た
後
、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
に
慰
め
を
見
い
だ
し

て
い
た
（
彼
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、「
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
が

語
り
掛
け
て
き
た
」）。
ま
た
、
彼
が
自
分
の
家
族
と
の

複
雑
な
問
題
を
受
け
止
め
る
の
に
、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
を

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
の
を
冒
頭
で
読

む
こ
と
が
で
き
る
。

ド
ー
リ
ー
ズ
が
言
う
に
は
、「
死
に
触
れ
た
人
た
ち
、

人
間
性
の
最
も
暗
い
側
面
に
直
面
し
た
人
た
ち
、
愛
し
、

そ
し
て
愛
す
る
者
を
失
っ
た
人
た
ち
、
そ
し
て
犠
牲
と

い
う
も
の
が
ど
う
い
う
も
の
か
を
知
っ
て
い
る
人
た
ち

は
、
ギ
リ
シ
ア
劇
を
難
な
く
理
解
で
き
る
。
こ
れ
は
彼

ら
の
物
語
な
の
だ
」。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
本
の
著
者
、

ト
ラ
ウ
マ
の
臨
床
と
研
究
の
専
門
家
に
言
わ
せ
れ
ば
、

『
ア
イ
ア
ー
ス
』
は
「
ト
ラ
ウ
マ
性
ス
ト
レ
ス
の
典
型

的
な
記
述
」
な
の
だ
と
い
う
。

ギ
リ
シ
ア
悲
劇
に
は
、
死
ん
だ
り
、
殺
さ
れ
た
り
、

殺
し
た
り
、
殺
さ
れ
た
者
の
復
讐
を
し
た
り
す
る
人
々

を
取
り
巻
く
ド
ラ
マ
が
渦
巻
い
て
い
る
。
し
か
し
、
原

則
的
に
舞
台
上
で
直
接
人
が
死
ぬ
瞬
間
は
演
じ
ら
れ
な

い

―
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
唯
一
の
例
外
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
の
『
ア
イ
ア

ー
ス
』
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い

る
（
は
ず
の
）
勇
猛
ア
イ
ア
ー
ス
、
大
き
な
体た

い

躯く

の
偉

丈
夫
、
ア
キ
レ
ウ
ス
に
次
ぐ
ト
ロ
イ
ア
戦
争
の
大
英
雄

ア
イ
ア
ー
ス
が
、
舞
台
上
で
自
殺
を
す
る
と
い
う
シ
ョ

ッ
キ
ン
グ
な
シ
ー
ン
が
劇
の
中
盤
に
あ
り
、
後
半
は
彼

の
遺
体
の
処
遇
を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ
と
な
る
。

悲
劇
『
ア
イ
ア
ー
ス
』
を
初
め
て
読
ん
だ
と
き
、
正

直
に
言
っ
て
私
は
こ
の
物
語
を
受
け
止
め
切
れ
な
か
っ

た
。
ア
イ
ア
ー
ス
の
怒
り
も
、
恥
も
、
狂
気
も
、
苦
し

み
も
、
神
話
の
ヴ
ェ
ー
ル
に
よ
っ
て
私
か
ら
隔
て
ら
れ

て
い
た
。
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
や
エ
ー
レ
ク
ト
ラ
ー
の
よ

う
に
「
直
接
私
に
語
り
掛
け
て
い
る
」、
と
は
感
じ
ら

れ
な
か
っ
た
。

さ
て
、
悲
劇
『
ア
イ
ア
ー
ス
』
が
、
深
い
ト
ラ
ウ
マ

を
負
っ
た
海
兵
隊
員
た
ち
と
、
そ
の
家
族
、
親
し
い
人

人
の
胸
に
深
く
染
み
入
り
、
彼
ら
へ
理
解
と
会
話
を
促

し
た
…
…
と
い
う
報
告
、
そ
し
て
ト
ラ
ウ
マ
と
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
と
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
に
つ
い
て
い
く
ら
か
読
ん
だ
あ
と

で
、
再
び
『
ア
イ
ア
ー
ス
』
に
挑
ん
で
み
る
。
す
る
と
、

冒
頭
の
ア
テ
ー
ナ
ー
と
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
会
話
か
ら
、

驚
く
ほ
ど
心
に
染
み
入
っ
た
。
ア
イ
ア
ー
ス
の
苦
し
み

を
軽
や
か
に
見
下
ろ
す
女
神
と
、
敵
対
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
ア
イ
ア
ー
ス
の
苦
し
み
に
寄
り
添
う
よ
う

な
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
会
話
に
、
な
ぜ
か
涙
が
あ
ふ
れ

た
。深

く
傷
付
き
、
人
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
行

動
は
、
本
人
の
み
な
ら
ず
、
周
囲
の
親
し
い
人
々
を
も

苦
し
め
る
。
ア
イ
ア
ー
ス
の
愛
妾
テ
ク
メ
ー
ッ
サ
の
台

詞
が
悲
し
い
。
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す
べ
て
が
切
々
と
胸
に
迫
る
。
残
さ
れ
た
人
々
の
戸
惑

い
と
悲
し
み
が
、
ひ
た
ひ
た
と
体
を
包
ん
で
い
く
。

ふ
と
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
ア
イ
ア
ー
ス
は
、
ど
う

し
て
も
舞
台
上
で
死
ぬ
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
、
と
直
感

し
た
。
人
々
に
見
え
る
形
で
命
を
絶
ち
、
そ
し
て
、
そ

の
遺
体
が
人
々
の
目
に
触
れ
、
残
さ
れ
た
者
た
ち
に
よ

り
議
論
さ
れ
、
大
切
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、現
実
の
死
、残
虐
行
為
、喪
失
に
よ
っ

て
深
く
苦
し
み
傷
つ
い
て
い
る
人
々
が「
自
分
の
言
葉
」

や
「
自
分
の
体
」
を
再
発
見
し
、
再
統
合
す
る

―
大

仰
に
言
っ
て
い
い
な
ら
「
生
ま
れ
変
わ
る
」

―
機
会

に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
は
た
だ
の
直
感

な
の
で
、
こ
れ
か
ら

実
際
に
検
証
し
、

調
べ
、
考
え

て
い
く
必

要
が
あ

る
。

旧Twitter : https://x.com/baccheuo

佐藤二葉（さとう・ふたば）
俳優・演出家・古代ギリシア音楽家・作家．
北海道出身．作品：『百島王国物語』，
『うたえ！エーリンナ』など．

「
私
が
皇
帝
に
な
っ
て
世
界
を
平
和
に
す
る
！
」

　
西
洋
中
世
唯
一
の
女
性
歴
史
家
、

　
　
ビ
ザ
ン
ツ
皇
女
ア
ン
ナ
・
コ
ム
ネ
ナ
の

　
　
　
数
奇
な
運
命
を
鮮
や
か
に
描
く
！

　
　
　
　

シ
リ
ー
ズ
第
五
巻
、
リ
リ
ー
ス
！

13

A

し
か
し
、
私
に
と
っ
て
こ
の

作
品
の
ア
イ
ア
ー
ス
は
、
も

は
や
神
話
の
ヴ
ェ
ー
ル
の
向

こ
う
側
の
人
で
は
な
く
な
っ

た
。世

界
へ
の
解
像
度
が
上
が

る
た
び
に
、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇

は
よ
り
色
鮮
や
か
に
見
え
る

よ
う
に
な
る
。

ア
イ
ア
ー
ス
、
そ
し
て
彼

に
慰い

ぶ撫
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
古

代
ギ
リ
シ
ア
の
傷
つ
い
た
人

人
が
、
く
っ
き
り
と
姿
を
見

せ
、
私
に
語
り
掛
け
始
め
た
。

◎佐藤二葉の最新刊
　『アンナ・コムネナ ⓹』
　星海社COMICS，
　B6，128ページ
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前
口
上

「
最
終
回
」
だ
と
か
「
や
め
る
」
と
か
「
筆
を
折
る
」

と
か
言
い
な
が
ら
、
凝
り
も
せ
ず
、
結
局
今
号
の
た
め

に
原
稿
用
紙
に
向
か
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
オ
オ
カ
ミ
少
年
な
ら
ぬ
オ
オ
カ
ミ
お
ば
さ

ん
な
わ
け
で
、
そ
ん
な
自
分
に
た
め
息
が
出
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
セ
ン
セ
イ
が
喜
ん
で
く
れ

る
な
ら
…
…
…
…
ん
？

喜
ん
で
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？　

今
ま
で
の
原
稿
を
読
み
返
し
て
み
る
と
、
セ
ン
セ
イ

の
怖
い
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
し
、
セ
ン
セ
イ
の
怒
っ
た
声

が
聞
こ
え
て
く
る
。

…
…
ま
ぁ
ね
。
セ
ン
セ
イ
に
怒
ら
れ
る
の
は
慣
れ
て

い
る
の
で
、
得
意
の
ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ
の
精
神
で
、
遠

い
記
憶
を
手
繰
り
寄
せ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　

※　

※　

※

編
集
隊
長
か
ら
は
、「
今
号
の
お
題
は『
水
原
昇
』で
」

…
…
と
い
う
指
令
が
届
い
て
い
る
。

水
原
昇
…
…

難
し
い
お
題
だ
な
ぁ
…
…

水
原
昇
に
た
ど
り
着
く
か
ど
う
が
わ
か
ら
な
い
け
れ

ど
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
代
わ
り
に
、
思
い
出
し
た

こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
記
し
て
い
こ
う
。

セ
ン
セ
イ
は
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
な
人
だ
っ
た
こ

と
は
以
前
に
も
書
い
た
。
だ
か
ら
セ
ン
セ
イ
に
食
の
好

き
嫌
い
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
ど
の
よ
う

な
料
理
が
出
て
き
て
も
必
ず
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て

召
し
上
が
っ
て
い
た
。

私
の
観
察
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
と
て
も
お
い
し
い
お

料
理
の
と
き
は
、
何
度
も
「
お
い
し
い
」
と
の
た
ま
い
、

一
般
に
人
が
不
味
い
と
思
う
よ
う
な
お
料
理
の
と
き
で

も
、
一
度
は
必
ず
「
お
い
し
い
」
と
の
た
も
う
た
。

恐
ら
く
「
お
い
し
い
」
と
セ
ン
セ
イ
が
お
っ
し
ゃ
る

の
は
、
作
っ
た
人
へ
の
敬
意
の
表
れ
な
の
だ
。

そ
ん
な
セ
ン
セ
イ
が
「
お
い
し
い
」
と
言
わ
な
か
っ

た
の
は
、
入
院
中
の
病
院
食
に
対
し
て
だ
け
だ
っ
た
。

苦
し
い
闘
病
生
活
だ
っ
た
か
ら
致
し
方
な
い
。

ム
ネ
ー
モ
シ
ュ
ネ
ー
の
会
と
雑
誌
『
ム
ネ
ー
モ
シ
ュ
ネ
ー
』
5

詩
人

水
原
昇
前
編

ム
ネ
ー
モ
シ
ュ
ネ
ー
の
会
・
主
宰

み
む
ら
り
え

14
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私
は
と
い
う
と
、
あ
ま
り
食
に
対
す
る
欲
が
な
く
、

出
さ
れ
れ
ば
食
べ
る
が
、
あ
え
て
食
べ
よ
う
と
は
思
わ

な
い
食
材
が
多
い
。
こ
れ
を
「
好
き
嫌
い
が
あ
る
」
な

い
し
は
「
偏
食
」
と
世
の
中
で
は
言
う
ら
し
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
あ
る
と
き
セ
ン
セ
イ
に
「
君
は
、

好
き
嫌
い
は
あ
り
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。

「
○
○
は
だ
め
で
す
。
×
×
も
だ
め
で
す
…
…
」
と

好
ん
で
は
食
べ
な
い
食
材
を
列
挙
し
、
最
後
に
「
ク
ル

ミ
も
だ
め
で
す
」
と
答
え
る
と
、
セ
ン
セ
イ
は
大
真
面

目
な
顔
で
「
そ
れ
じ
ゃ
ぁ
、
立
派
な
リ
ス
に
は
な
れ
な

い
な
」
と
ポ
ツ
リ
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

「
え
！　

立
派
な
リ
ス
で
す
か
？
」

と
心
の
中
で
思
わ
ず
叫
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
が
セ
ン

セ
イ
の
冗
談
な
の
か
、
本
気
で
私
に
立
派
な
リ
ス
に
な

っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

講
談
社
現
代
新
書
に
『
美
に
つ
い
て
』
と
い
う
セ
ン

セ
イ
の
書
物
が
あ
る
。

装
丁
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
は
ど
う
か
知

ら
な
い
が
、
初
版
の
カ
バ
ー
の
「
表
四
」
部
分
に
は
セ

ン
セ
イ
の
若
い
頃
の
写
真
が
載
っ
て
い
た
が
、
そ
の
写

真
の
セ
ン
セ
イ
は
眼
鏡
を
か
け
て
い
る
。

晩
年
の
セ
ン
セ
イ
を
知
る
人
な
ら
、
セ
ン
セ
イ
と
眼

鏡
が
結
び
つ
か
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
近
視

だ
っ
た
の
か
乱
視
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方

だ
っ
た
の
か
詳
し
い
こ
と
は
訊き

い
た
こ
と
が
な
い
の
で

わ
か
ら
な
い
が
、
視
力
は
そ
れ
ほ
ど
良
く
な
か
っ
た
と

思
う
。

け
れ
ど
眼
鏡
は
か
け
て
い
な
か
っ
た
。

い
つ
だ
っ
た
か
「
僕
に
ち
ょ
う
ど
合
う
眼
鏡
が
な
く

て
ね
。
本
当
は
眼
鏡
を
か
け
た
方
が
良
い
の
だ
ろ
う
け

ど
、
か
け
る
の
は
や
め
た
ん
だ
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
。

私
も
老
眼
鏡
の
お
世
話
に
な
る
年
頃
と
な
っ
た
お
か

げ
で
、
合
う
眼
鏡
が
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
意
味
が
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

セ
ン
セ
イ
は
も
ち
ろ
ん
老
眼
鏡
は
持
っ
て
い
ら
し
た

し
、
使
っ
て
い
ら
し
た
。
講
義
や
講
演
の
と
き
な
ど
も

資
料
を
見
る
た
め
に
老
眼
鏡
は
用
意
し
て
い
ら
し
た
が
、

つ
い
つ
い
話
に
熱
が
入
っ
て
、
か
け
る
の
を
忘
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。

い
た
。

し
か
し
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
セ
ン
セ
イ
は
、

老
眼
鏡
な
し
で
小
さ
な
文
字
を
読
ん
で
い
た
の
で
は
な

く
、
ぼ
や
け
る
文
字
を
記
憶
を
頼
り
に
読
ん
で
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

あ
な
が
ち
こ
の
推
測
は
的
外
れ
で
は
な
い
よ
う
に
思

う
。
と
い
う
の
も
、
セ
ン
セ
イ
の
記
憶
力
は
人
並
み
外

れ
て
す
ご
い
の
だ
。

た
と
え
ば
、
セ
ン
セ
イ
は
、
島
崎
藤
村
の
『
晩
春
の

別
離
』
が
好
き
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
正
確
な
行
数
を
数

え
よ
う
と
し
て
途
中
で
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
長
い
詩
だ
。
一
〇
〇
行
を
超
え
る
の
は
間
違
い
な
い
。

セ
ン
セ
イ
が
中
学
生
か
高
校
生
の
頃
に
、
国
語
の
先
生

が
「
こ
の
ク
ラ
ス
に
は
島
崎
藤
村
の
『
晩
春
の
別
離
』

を
暗
唱
で
き
る
も
の
は
い
な
い
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
そ

う
だ
が
、
そ
の
気
持
ち
は
わ
か
ら
な
く
も
な
い
。

し
か
し
、
我
ら
が
今
道
少
年
は
、
そ
の
先
生
の
言
葉

を
受
け
て
、
す
っ
く
と
立
ち
上
が
り
、

時
は
暮
れ
行
く
春
よ
り
ぞ

ま
た
短
き
は
な
か
る
ら
む

恨う
ら
みは

友
の
別
れ
よ
り

さ
ら
に
長
き
は
な
か
る
ら
む

…
…

と
朗
々
と
全
編
を
暗
唱
し
て
み
せ
て
、
国
語
の
先
生

を
驚
か
せ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

15

そ
れ
で
、
老
眼

鏡
な
し
で
岩
波
文

庫
な
ど
を
朗
読
す

る
の
だ
か
ら
、
聴

い
て
い
た
人
々
は
、

「
今
道
先
生
は
目

が
良
い
ん
で
す
ね
。

あ
の
お
年
で
老
眼

鏡
な
し
で
お
読
み

に
な
れ
る
の
で
す

ね
」
と
驚
愕
し
て

『美について』（講談社現代新書）1973年
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し
か
も
そ
の
記
憶
は
、
八
〇
歳
を
過
ぎ
て
も
色
褪あ

せ

ず
、
セ
ン
セ
イ
が
『
晩
春
の
別
離
』
を
す
ら
す
ら
と
暗

唱
す
る
の
を
何
度
か
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

セ
ン
セ
イ
の
頭
の
中
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
覚
え
た
詩
が
常
に
記
憶
の
表
層
に
あ
る
と
い
う
の

で
は
な
い
よ
う
で
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
、
記
憶
に
刻

み
込
ま
れ
た
詩
や
文
章
が
表
層
部
に
く
っ
き
り
と
現
れ

る
よ
う
な
の
だ
。

セ
ン
セ
イ
は
、
長
い
間
『
刀
水
譚
』
と
い
う
自
作
の

小
説
の
原
稿
を
探
し
て
い
ら
し
た
。

セ
ン
セ
イ
の
書
斎
は
、
編
集
隊
長
は
ご
存
じ
だ
が
、

紙
の
山
…
…
思
い
出
す
と
め
ま
い
を
起
こ
す
の
で
、
詳

し
い
説
明
は
省
く
が
、
と
に
か
く
原
稿
は
ど
ん
ど
ん
紙

の
山
の
中
に
埋
も
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
埋
も
れ

た
ら
最
後
、
発
掘
で
き
れ
ば
良
い
け
れ
ど
、
そ
の
ま
ま

化
石
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

あ
る
日
セ
ン
セ
イ
ら
か
「
出
か
け
る
の
で
、
そ
の
間

に
書
斎
で
原
稿
を
探
し
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。

何
の
原
稿
だ
っ
た
か
忘
れ
た
が
、
と
に
か
く
紙
の
山

を
か
き
分
け
か
き
分
け
探
し
て
い
た
ら
、
結
局
当
の
原

稿
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
何
と
偶
然
『
刀
水
譚
』

の
コ
ピ
ー
を
発
見
！

こ
れ
が
セ
ン
セ
イ
の
処
女
小
説
か
ぁ
、
と
感
慨
深
く

変
色
し
た
コ
ピ
ー
を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
ふ
と
セ
ン

セ
イ
を
驚
か
せ
よ
う
、
と
思
い
つ
い
た
。

セ
ン
セ
イ
は
、
こ
の
小
説
に
気
づ
く
だ
ろ
う
か
と
、

少
し
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
外
出
か
ら
戻
ら
れ
セ
ン
セ

イ
の
前
で
、
私
は
説
明
な
し
に
、『
刀
水
譚
』
の
冒
頭

を
音
読
し
て
み
た
の
だ
。

か
り
そ
め
の
一
人
旅
の
道
す
が
ら
、
下
総
は
根
本

の
郷
に
今
は
微
か
な
昔
語
り
を
伝
え
聞
き
、
折
か

ら
の
夕
陽
に
あ
わ
れ
は
深
く
、
想
い
湧
く
ま
ま
に

草
し
終
わ
っ
た
一
篇
の
譚
詩
で
あ
る
。
常
陸
風
土

記
・
利
根
川
図
志
の
二
巻
を
参
照
し
た
け
れ
ど
も

地
理
・
歴
史
上
の
正
確
は
必
ず
し
も
果
た
し
て
い

な
い
。

最
初
は
少
し
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
い
ら
し
た
セ
ン
セ
イ

で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
私
の
音
読
が
何
を
意
味
す
る
か

理
解
す
る
と
、
ま
さ
に
ア
ル
キ
メ
デ
ス
が
「
ヘ
ウ
レ
ー

カ
！
」
と
叫
ん
だ
瞬
間
の
よ
う
に
、
急
に
目
が
輝
き
だ

す
と
同
時
に
、
す
べ
て
の
文
字
が
セ
ン
セ
イ
の
頭
の
中

に
よ
み
が
え
っ
た
の
だ
。

セ
ン
セ
イ
は
私
の
音
読
を
遮
り
、
自
ら

朝
な
朝
な
の
霜
に
凍
え
ひ
ね
も
す
の
朔さ

く
ふ
う風

に
晒
さ

れ
て
は
萩
も
花
散
り
葛く

ず

葉ば

も
萎
え
た
晩
秋
の
夕
暮

れ
、
大
利
根
の
川
霧
は
雲
の
よ
う
に
流
れ
、
そ
の

彼
方
幻
の
よ
う
な
雑
木
林
の
上
に
月
は
光
芒
を
内

に
包
ん
で
匂
う
が
ご
と
く
た
ゆ
と
う
て
い
た
。
月

は
き
れ
い
だ
。
…
…

と
空
で
続
き
を
朗
唱
さ
れ
た
。

セ
ン
セ
イ
を
驚
か
せ
る
つ
も
り
が
、
不
覚
に
も
私
の

方
が
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
自
作
と
は
い
え
、
高
校
生
の

頃
に
書
い
た
小
説
を
、
冒
頭
部
分
だ
け
と
は
い
え
、
齢

八
〇
歳
を
超
え
た
セ
ン
セ
イ
が
、
一
言
一
句
間
違
え
ず

に
暗
唱
で
き
る
と
は
。

も
う
一
つ
同
じ
よ
う
な
経
験
が
あ
る
。
…
…
も
う
時

効
だ
か
ら
こ
こ
に
書
い
て
も
い
い
か
な
。
…
…

葉
祥
明
氏
の
挿
絵
の
入
っ
た『
雲
の
ゆ
く
お
る
が
ん
』

と
い
う
セ
ン
セ
イ
の
詩
集
が
上
梓
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
。

そ
の
と
き
セ
ン
セ
イ
は
、
何
度
目
か
の
入
院
を
経
て
、

ご
自
宅
に
戻
っ
て
い
ら
し
た
。
若
い
頃
に
書
き
た
め
て

い
た
膨
大
の
詩
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
厳
選
し
て
収

め
た
詩
集
で
あ
る
。

葉
先
生
の
絵
が
と
て
も
美
し
く
、
セ
ン
セ
イ
の
詩
を

引
き
立
て
て
い
る
こ
の
詩
集
が
で
き
あ
が
っ
た
と
き
は
、

闘
病
中
の
セ
ン
セ
イ
に
代
わ
っ
て
校
正
し
た
こ
と
も
あ

り
、
セ
ン
セ
イ
へ
の
何
よ
り
も
の
贈
り
物
に
な
っ
た
と
、

私
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。

セ
ン
セ
イ
も
美
し
い
詩
集
を
手
に
と
っ
て
ご
機
嫌
の

ご
様
子
で
あ
っ
た
が
、「
お
や
？　

こ
れ
は
一
文
字
違

う
ん
じ
ゃ
な
い
か
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

「
こ
れ
は
『
○
□
』
で
は
な
く
『
○
△
』
の
は
ず
だ
け

れ
ど
…
…
」
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εὕρηκα!

し
か
も
そ
の
記
憶
は
、
八
〇
歳
を
過
ぎ
て
も
色

εὕρηκα!

し
か
も
そ
の
記
憶
は
、
八
〇
歳
を
過
ぎ
て
も
色
褪

εὕρηκα!
褪あ

εὕρηκα!
あ

せ

εὕρηκα!
せ

ず
、
セ
ン
セ
イ
が
『
晩
春
の
別
離
』
を
す
ら
す
ら
と
暗

εὕρηκα!

ず
、
セ
ン
セ
イ
が
『
晩
春
の
別
離
』
を
す
ら
す
ら
と
暗

セ
ン
セ
イ
の
頭
の
中
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

εὕρηκα!

セ
ン
セ
イ
の
頭
の
中
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
覚
え
た
詩
が
常
に
記
憶
の
表
層
に
あ
る
と
い
う
の

εὕρηκα!

か
。
覚
え
た
詩
が
常
に
記
憶
の
表
層
に
あ
る
と
い
う
の

セ
イ
を
驚
か
せ
よ
う
、
と
思
い
つ
い
た
。εὕρηκα!セイを驚かせよう、
と
思
い
つ
い
た
。

セ
ン
セ
イ
は
、
こ
の
小
説
に
気
づ
く
だ
ろ
う
か
と
、εὕρηκα!セ
ン
セ
イ
は
、
こ
の
小
説
に
気
づ
く
だ
ろ
う
か
と
、

少
し
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
外
出
か
ら
戻
ら
れ
セ
ン
セεὕρηκα!少
し
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
外
出
か
ら
戻
ら
れ
セ
ン
セ

イ
の
前
で
、
私
は
説
明
な
し
に
、『
刀
水
譚
』
の
冒
頭εὕρηκα!イ
の
前
で
、
私
は
説
明
な
し
に
、『
刀
水
譚
』
の
冒
頭

を
音
読
し
て
み
た
の
だ
。

εὕρηκα!を
音
読
し
て
み
た
の
だ
。

か
り
そ
め
の
一
人
旅
の
道
す
が
ら
、
下
総
は
根
本εὕρηκα!か
り
そ
め
の
一
人
旅
の
道
す
が
ら
、
下
総
は
根
本

の
郷
に
今
は
微
か
な
昔
語
り
を
伝
え
聞
き
、
折
かεὕρηκα!の
郷
に
今
は
微
か
な
昔
語
り
を
伝
え
聞
き
、
折
か

ら
の
夕
陽
に
あ
わ
れ
は
深
く
、
想
い
湧
く
ま
ま
にεὕρηκα!ら
の
夕
陽
に
あ
わ
れ
は
深
く
、
想
い
湧
く
ま
ま
に

草
し
終
わ
っ
た
一
篇
の
譚
詩
で
あ
る
。
常
陸
風
土εὕρηκα!草
し
終
わ
っ
た
一
篇
の
譚
詩
で
あ
る
。
常
陸
風
土

記
・
利
根
川
図
志
の
二
巻
を
参
照
し
た
け
れ
ど
もεὕρηκα!記
・
利
根
川
図
志
の
二
巻
を
参
照
し
た
け
れ
ど
も

地
理
・
歴
史
上
の
正
確
は
必
ず
し
も
果
た
し
て
いεὕρηκα!地
理
・
歴
史
上
の
正
確
は
必
ず
し
も
果
た
し
て
い

な
い
。

εὕρηκα!な
い
。

最
初
は
少
し
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
い
ら
し
た
セ
ン
セ
イεὕρηκα!最
初
は
少
し
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
い
ら
し
た
セ
ン
セ
イ

で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
私
の
音
読
が
何
を
意
味
す
る
かεὕρηκα!で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
私
の
音
読
が
何
を
意
味
す
る
か

理
解
す
る
と
、
ま
さ
に
ア
ル
キ
メ
デ
ス
が
「
ヘ
ウ
レ
ーεὕρηκα!理
解
す
る
と
、
ま
さ
に
ア
ル
キ
メ
デ
ス
が
「
ヘ
ウ
レ
ー

カ
！
」
と
叫
ん
だ
瞬
間
の
よ
う
に
、
急
に
目
が
輝
き
だεὕρηκα!カ
！
」
と
叫
ん
だ
瞬
間
の
よ
う
に
、
急
に
目
が
輝
き
だ

す
と
同
時
に
、
す
べ
て
の
文
字
が
セ
ン
セ
イ
の
頭
の
中εὕρηκα!す
と
同
時
に
、
す
べ
て
の
文
字
が
セ
ン
セ
イ
の
頭
の
中

に
よ
み
が
え
っ
た
の
だ
。

εὕρηκα!に
よ
み
が
え
っ
た
の
だ
。

セ
ン
セ
イ
は
私
の
音
読
を
遮
り
、
自
らεὕρηκα!セ
ン
セ
イ
は
私
の
音
読
を
遮
り
、
自
ら

朝
な
朝
な
の
霜
に
凍
え
ひ
ね
も
す
のεὕρηκα!朝
な
朝
な
の
霜
に
凍
え
ひ
ね
も
す
の
朔εὕρηκα!
朔さ

く
ふ
うεὕρηκα!
さ
く
ふ
う風εὕρηκα!

風
に
晒
さεὕρηκα!
に
晒
さ

れ
て
は
萩
も
花
散
り

εὕρηκα!れ
て
は
萩
も
花
散
り
葛

εὕρηκα!
葛く

ず

εὕρηκα!
く
ず

葉

εὕρηκα!
葉ば

εὕρηκα!
ば

も
萎
え
た
晩
秋
の
夕
暮εὕρηκα!
も
萎
え
た
晩
秋
の
夕
暮

れ
、
大
利
根
の
川
霧
は
雲
の
よ
う
に
流
れ
、
そ
のεὕρηκα!れ
、
大
利
根
の
川
霧
は
雲
の
よ
う
に
流
れ
、
そ
の

彼
方
幻
の
よ
う
な
雑
木
林
の
上
に
月
は
光
芒
を
内εὕρηκα!彼
方
幻
の
よ
う
な
雑
木
林
の
上
に
月
は
光
芒
を
内

に
包
ん
で
匂
う
が
ご
と
く
た
ゆ
と
う
て
い
た
。
月εὕρηκα!に
包
ん
で
匂
う
が
ご
と
く
た
ゆ
と
う
て
い
た
。
月

れ
ど
…
…
」

εὕρηκα!
れ
ど
…
…
」

εὕρηκα!
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と
セ
ン
セ
イ
の
静
か
な
声
が
私
の
耳
に
入
っ
て
き
た
。

「
え
?!　

違
う
？　

そ
ん
な
は
ず
は
…
…
」

と
慌
て
て
原
稿
を
取
り
出
し
て
照
合
し
て
み
た
。

確
か
に
違
う
。

一
文
字
読
み
違
え
て
い
る
…
…
。

ま
さ
に
晴
天
の
霹へ

き
れ
き靂
。

雷
に
打
た
れ
て
私
は
し
ば
し
言
葉
を
失
っ
た
。

地
に
め
り
込
み
そ
う
な
ぐ
ら
い
気
分
が
落
ち
込
ん
だ
。

あ
ま
り
に
私
の
落
ち
込
み
が
激
し
く
、
セ
ン
セ
イ
も

可
哀
想
に
思
っ
た
の
か
、「
誤
字
脱
字
は
君
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
だ
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
君
ら
し
い
」

と
言
っ
て
笑
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

こ
ん
な
愚
か
な
過
ち
は
口
が
裂
け
て
も
言
え
な
い
。

な
の
で
以
来
、
ど
こ
が
間
違
っ
て
い
る
か
は
、
セ
ン

セ
イ
と
私
の
二
人
だ
け
の
秘
密
と
な
り
、
や
が
て
は
永

遠
の
謎
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
セ
ン
セ
イ
は
、
先
の
『
雲
の
ゆ
く
お
る
が
ん
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
詩
を
は
じ
め
、
多
く
の
詩
を
書
き

残
し
て
い
る
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど
を
当
初
は
「
水
原
昇
」

と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
発
表
し
て
い
た
。

…
…
や
っ
と
今
回
の
お
題
の
「
水
原
昇
」
に
た
ど
り

着
い
た
。
無
理
矢
理
感
は
否
め
な
い
が
、
ま
、
い
っ
か
。

東
大
の
教
授
時
代
に
、「
水
原
昇
」
の
名
で
ハ
ー
ド

カ
バ
ー
の
立
派
な
詩
集
を
出
版
し
て
い
た
と
思
う
。
そ

の
後
、
そ
の
中
か
ら
気
に
入
っ
た
も
の
を
抜
粋
し
て
、

い
わ
ゆ
る
「
豆
本
」
サ
イ
ズ
で
何
種
類
か
詩
集
を
作
っ

て
、
気
に
入
っ
た
人
々
に
配
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

私
も
「
豆
本
」
を
頂
戴
し
た
。

セ
ン
セ
イ
の
お
仕
事
の
手
伝
い
を
し
た
後
、
慰
労
を

兼
ね
て
夕
飯
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と
。

と
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
一
隅
で
あ
っ
た
が
、
食
事
の

後
の
コ
ー
ヒ
ー
を
待
っ
て
い
る
と
き
に
、
セ
ン
セ
イ
が

掌
に
す
っ
ぽ
り
入
る
豆
本
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
立
て
て
、

「
君
は
こ
の
詩
人
を
知
っ
て
い
い
ま
す
か
？
」
と
尋
ね

ら
れ
た
。

豆
本
だ
か
ら
背
文
字
を
読
み
取
る
の
に
骨
が
折
れ
た

が
「
水
原
昇
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。「
勉
強
不
足
で
、
存

じ
ま
せ
ん
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
、
そ
の
頃
は

ま
だ
ネ
コ
を
数
匹
被
っ
て
い
た
の
で
、
丁
寧
に
返
答
し

た
。そ

こ
で
セ
ン
セ
イ
は
、
少
し
ニ
ヤ
ッ
と
し
て
、「
こ

の
本
を
あ
げ
る
か
ら
読
ん
で
み
な
さ
い
」
と
、
そ
の
小

さ
な
詩
集
を
く
だ
さ
っ
た
。
こ
れ
が
私
と
水
原
昇
の
出

会
い
で
あ
っ
た
。

こ
の
と
き
セ
ン
セ
イ
が
「
ニ
ヤ
ッ
と
」
さ
れ
た
意
味

が
私
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
セ
ン
セ
イ
の
ペ
ン

ネ
ー
ム
が
水
原
昇
だ
っ
た
と
は
…
…
今
思
い
出
し
て
も

悔
し
い
が
…
…

　
　
　
　

※　

※　

※

気
が
つ
け
ば
、
水
原
昇
の
話
は
結
局
で
き
な
い
ま
ま

紙
面
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
。

と
り
と
め
の
な
い
思
い
出
話
に
お
付
き
合
い
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

水
原
昇
の
話
は
、
次
号
に
つ
づ
く
。
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εὕρηκα!
εὕρηκα!

『雲のゆくおるがん』 　詩・今道友信，
絵・葉祥明，かまくら春秋社，2012年。
北鎌倉葉祥明美術館のホームページ
https://www.yohshomei.com/
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「
す
べ
て
の
人
に
平
等
に
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は

何
だ
と
思
う
か
？
」

中
学
生
に
な
っ
た
私
に
、
父
が
あ
る
日
、
突
然
こ
ん

な
質
問
を
し
て
き
た
。
半
世
紀
以
上
昔
の
こ
と
で
あ
る
。

す
べ
て
の
人
に
平
等
な
も
の
な
ん
て
、
一
体
あ
る

だ
ろ
う
か
？　

一
人
一
人
み
ん
な
違
っ
て
い
る
。
顔
も

性
格
も
能
力
も
違
っ
て
い
る
し
、
家
庭
も
経
済
事
情
も

違
う
。
健
康
な
人
も
い
れ
ば
、
病
気
が
ち
な
人
も
い
る
。

長
生
き
の
人
も
い
れ
ば
、
早
死
に
す
る
人
も
い
る
。
結

局
、
皆
が
平
等
に
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
「
死
」
と

い
う
運
命
だ
け
で
は
な
い
の
か
。

す
る
と
父
は
言
っ
た
。

「
そ
れ
は
﹃
時
﹄
だ
よ
。」

私
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
一
日
は
24
時
間
、
一
時

間
は
60
分
、
一
分
は
60
秒
。
生
き
て
い
る
我
々
は
そ
の

時
を
共
有
し
て
い
る
。
で
も
何
十
年
も
生
き
る
人
も
い

れ
ば
、
生
ま
れ
て
数
秒
で
命
を
終
え
る
人
も
い
る
。
平

等
と
は
ほ
ど
遠
い
の
で
は
な
い
の
か
。

し
か
し
、
時
が
過
去
、
現
在
、
未
来
と
つ
な
が
る
連

続
体
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
も
っ
と
も
小
さ
い
時
の

単
位
は
一
瞬
。
時
は
一
瞬
の
連
続
な
の
だ
。
こ
の
世
に

生
を
受
け
た
者
は
、
皆
等
し
く
一
瞬
の
時
を
与
え
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

父
の
答
え
の
意
図
が
や
っ
と
分
か
る
よ
う
な
気
分
に

な
っ
た
の
は
、
つ
い
最
近
の
こ
と
。
一
瞬
こ
そ
誰
も
が

平
等
に
与
え
ら
れ
て
い
る
大
事
な
「
時
」
な
の
だ
。
そ

の
連
続
が
長
く
て
も
短
く
て
も
、
生
で
始
ま
り
死
で
お

わ
る
人
の
「
時
」
を
、
旧
約
聖
書
の
一
作
品
を
手
掛
か

り
に
考
え
て
み
よ
う
。

　

す
べ
て
の
こ
と
に
は
定
ま
っ
た
時
期
が
あ
り
、

　

天
の
下
の
す
べ
て
の
営
み
に
時
が
あ
る
。

　

生
ま
れ
る
の
に
時
が
あ
り
、
死
ぬ
の
に
時
が
あ
る※
１

。

旧
約
聖
書
の
知
恵
文
学
の
一
つ
、「
伝
道
者
の
書
」

︵
あ
る
い
は
「
コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
」︶
は
、
人
の
一
生
を
こ

の
よ
う
に
簡
潔
に
歌
っ
て
い
る
。
我
々
は
、
自
分
が
誕

生
し
た
時
の
こ
と
は
覚
え
て
い
な
い
し
、
死
ぬ
と
き
も

お
そ
ら
く
意
識
で
き
な
い
ま
ま
消
え
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

誕
生
か
ら
死
ま
で
の
人
の
一
生
の
時
に
、
ど
ん
な
意
味

が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
何
の
意
味
も
な
い
の
だ
ろ
う

か
。た

っ
た
12
章
、
15
ペ
ー
ジ
と
い
う
短
い
書
で
は
あ
る

け
れ
ど
、
こ
こ
に
は
「
時
」
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ

詩
人
の
驚
く
べ
き
思
考
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
書
は
次

の
よ
う
に
始
ま
る
。

　

空
の
空
。
伝
道
者
は
言
う
。

　

空
の
空
。
す
べ
て
は
空
。

　

日
の
下
で
、
ど
ん
な
に
労
苦
し
て
も
、

　

そ
れ
が
人
に
何
の
益
に
な
る
だ
ろ
う
か※
２

恐
ろ
し
い
言
葉
で
は
な
い
か
。
虚
無
の
究
極
と
も

取
れ
る
こ
の
表
現
に
、
惹ひ

か
れ
る
現
代
人
が
多
い
の
も
、

こ
の
書
が
旧
約
聖
書
の
中
で
高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
る

の
も
理
解
で
き
よ
う
。
紀
元
前
２
世
紀
の
半
ば
に
書
か

れ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
言
葉
は
時
代
を
飛
び
越

え
て
、
我
々
の
心
に
突
き
刺
さ
る
。

ま
ず
「
空
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
も

イ
ン
パ
ク
ト
が
強
い
の
に
、「
空
の
空
」
と
は
絶
対
の

時
の
エ
ッ
セ
ー
❸

文
・

茅
野
友
子

一
瞬
と
一
生
、
そ
し
て
永
遠
の
時

※
１　
旧
約
聖
書
「
伝
道
者
の
書
」
第
３
章
、
新
日
本
聖
書
刊
行
会
、

　
　

新
改
訳
二
〇
一
七

※
２　
「
伝
道
者
の
書
」
１
：
２
〜
３

長
生
き
の
人
も
い
れ
ば
、
早
死
に
す
る
人
も
い
る
。
結

局
、
皆
が
平
等
に
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
「
死
」
と

い
う
運
命
だ
け
で
は
な
い
の
か
。

す
る
と
父
は
言
っ
た
。

「
そ
れ
は
﹃
時
﹄
だ
よ
。」

私
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
一
日
は
24
時
間
、
一
時

間
は
60
分
、
一
分
は
60
秒
。
生
き
て
い
る
我
々
は
そ
の

時
を
共
有
し
て
い
る
。
で
も
何
十
年
も
生
き
る
人
も
い

れ
ば
、
生
ま
れ
て
数
秒
で
命
を
終
え
る
人
も
い
る
。
平

等
と
は
ほ
ど
遠
い
の
で
は
な
い
の
か
。

し
か
し
、
時
が
過
去
、
現
在
、
未
来
と
つ
な
が
る
連

続
体
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
も
っ
と
も
小
さ
い
時
の

り
に
考
え
て
み
よ
う
。

　

す
べ
て
の
こ
と
に
は
定
ま
っ
た
時
期
が
あ
り
、

　

天
の
下
の
す
べ
て
の
営
み
に
時
が
あ
る
。

　

生
ま
れ
る
の
に
時
が
あ
り
、
死
ぬ
の
に
時
が
あ
る※
１

。

旧
約
聖
書
の
知
恵
文
学
の
一
つ
、「
伝
道
者
の
書
」

︵
あ
る
い
は
「
コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
」︶
は
、
人
の
一
生
を
こ

の
よ
う
に
簡
潔
に
歌
っ
て
い
る
。
我
々
は
、
自
分
が
誕

生
し
た
時
の
こ
と
は
覚
え
て
い
な
い
し
、
死
ぬ
と
き
も

お
そ
ら
く
意
識
で
き
な
い
ま
ま
消
え
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

誕
生
か
ら
死
ま
で
の
人
の
一
生
の
時
に
、
ど
ん
な
意
味

　

空
の
空
。
す
べ
て
は
空
。

　

日
の
下
で
、
ど
ん
な
に
労
苦
し
て
も
、

　

そ
れ
が
人
に
何
の
益
に
な
る
だ
ろ
う
か※

２

恐
ろ
し
い
言
葉
で
は
な
い
か
。
虚
無
の
究
極
と
も

取
れ
る
こ
の
表
現
に
、
惹ひ

か
れ
る
現
代
人
が
多
い
の
も
、

こ
の
書
が
旧
約
聖
書
の
中
で
高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
る

の
も
理
解
で
き
よ
う
。
紀
元
前
２
世
紀
の
半
ば
に
書
か

れ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
言
葉
は
時
代
を
飛
び
越

え
て
、
我
々
の
心
に
突
き
刺
さ
る
。

ま
ず
「
空
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
も

イ
ン
パ
ク
ト
が
強
い
の
に
、「
空
の
空
」
と
は
絶
対
の

※
１　
旧
約
聖
書
「
伝
道
者
の
書
」
第
３
章
、
新
日
本
聖
書
刊
行
会
、

　
　

新
改
訳
二
〇
一
七

※
２　
「
伝
道
者
の
書
」
１
：
２
〜
３
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「
空
」
を
表
す
の
だ
。
こ
の
表
現
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
は

最
上
級
を
表
す
も
の
だ
と
い
う
。「
王
の
王
」
が
「
王

の
中
の
王
、最
高
級
の
王
」を
表
す
よ
う
に
。そ
の
上「
空

し
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
全
部
で
38
回
も
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と※
３

。
魅
力
的
だ
が
摑つ

か

み
に
く
い
こ
の
書

を
、
自
分
の
感
覚
を
頼
り
に
読
ん
で
み
た
い
。

こ
の
世
の
す
べ
て
が
「
空
」
で
あ
る
と
し
た
ら
、
作

者
は
何
を
我
々
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
書
を
残
す
こ
と
も
「
空
」
で
は
な
い
の
か
。

作
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
書
の
第
一
行
に
「
エ
ル
サ
レ

ム
の
王
、
ダ
ビ
デ
の
子
、
伝
道
者
の
こ
と
ば
」
と
書
か

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
も
事
実
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
ダ
ビ
デ

王
が
建
設
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
を
、
息
子
ソ
ロ
モ
ン

が
継
承
し
統
治
し
て
い
た
の
は
紀
元
前
10
世
紀
頃
で
あ

る
。
こ
の
書
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
紀
元
前
２
世
紀
の
半

ば
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
時
代
が
合
わ
な
い
。
作
者
を

ソ
ロ
モ
ン
と
は
書
か
ず
、
し
か
し
ソ
ロ
モ
ン
王
へ
と
読

み
手
を
誘
導
す
る
筆
者
の
作
為
は
何
だ
っ
た
の
か
。

作
者
と
い
っ
て
も
一
人
で
は
な
く
、
複
数
の
編
集
者

が
加
筆
編
集
し
て
今
の
形
に
た
ど
り
着
い
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
こ
の
書
に
は
は
っ
き
り

と
し
た
個
性
が
あ
り
、
強
烈
な
筆
力
は
我
々
を
と
り
こ

に
す
る
。
こ
こ
に
は
伝
統
的
な
ユ
ダ
ヤ
教
の
教
え
と
は

相
い
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
革
命
的
な
表
現
が
、
次
か
ら

次
へ
と
繰
り
広
げ
ら
れ
る
か
ら
だ
。

さ
て
、
伝
道
者
と
は
何
者
か
。
こ
の
語
は
ヘ
ブ
ラ
イ

語
の
「
コ
ー
ヘ
レ
ト
」
の
訳
で
、
原
義
は
「
集
会
者
」

を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
教
師
、
指
導

者
と
し
て
尊
敬
さ
れ
、
集
会
な
ど
を
執
り
行
う
立
場
に

あ
っ
た
人
物
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
牧
師
と
か
教
師
、
講

演
者
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
だ
ろ
う
か※
４

。

彼
は
八
〇
〇
年
も
昔
の
「
王
の
王
」
ソ
ロ
モ
ン
の

名
を
借
り
て
こ
の
書
を
記
し
た
の
だ
。
そ
れ
も
、「
ソ

ロ
モ
ン
の
知
恵
」
ま
た
「
ソ
ロ
モ
ン
の
栄
華
」
と
後
世

に
も
て
は
や
さ
れ
た
彼
の
名
を
示
唆
し
つ
つ
、
す
べ
て

は
空
し
く
、
知
恵
も
栄
華
も
何
の
益
に
も
な
ら
な
い
と

宣
言
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
空
の
空
、
す
べ
て
は

空
し
い
」
と
第
１
章
か
ら
書
き
始
め
、
最
後
の
章
を
同

じ
言
葉
で
締
め
く
く
る
。「
空
の
空
。
伝
道
者
は
言
う
。

す
べ
て
は
空
」︵
12
:
８
︶。
そ
れ
以
下
は
編
集
者
の
加

筆
と
さ
れ
て
い
る
。

「
日
の
下
に
は
新
し
い
も
の
は
一
つ
も
な
い
」︵
１
:

９
︶
と
言
い
つ
つ
も
、
終
始
「
空
の
空
」
と
一
貫
し
て

伝
道
者
が
主
張
し
て
い
る
「
空
」
と
は
、ど
ん
な
も
の
か
。

単
な
る
「
む
な
し
さ
」
と
か
「
虚
無
」
で
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。「
空
」
と
訳
さ
れ
た
語
は
原
典
の
ヘ
ブ
ラ
イ

語
で
は
ヘ
ベ
ル
︵hebel

︶
で
あ
り
、「
そ
の
大
も
と
の

意
味
は
﹃
息
﹄
ま
た
は
﹃
蒸
気
﹄
で
あ
る
よ
う
だ
。
そ

れ
は
常
に
何
か
実
体
の
な
い
、
束
の
間
に
消
え
る
、
あ

る
意
味
で
は
無
駄
な
も
の
を
指
し
て
い
る
」
※
５

。
ま
た「
ヘ

ベ
ル
」
と
は
「
時
間
的
な
﹃
短
さ
﹄、
言
い
換
え
る
と

﹃
は
か
な
さ
﹄
と
か
﹃
つ
か
の
間
﹄﹃
瞬
間
﹄
と
い
う
意

味
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
人
間
に
与
え
ら
れ
て
い
る
生
の

時
間
を
表
現
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
」︵
小
友
、
前

出
、
一
二
〇
ペ
ー
ジ
︶。

「
息
」
と
は
、
風
や
蒸
気
と
同
じ
よ
う
に
見
え
な
い

か
ら
頼
り
な
い
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
生
死
を
分
か
つ

際
に
、
命
の
唯
一
の
証
し
と
な
る
。
い
ま
わ
の
時
と
い

う
表
現
が
あ
る
が
、
そ
の
一
瞬
ほ
ど
生
の
時
が
い
か
に

は
か
な
く
貴
い
も
の
か
に
我
々
は
気
付
く
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
世
の
営
み
は
す
べ
て
は
か
な
い
が
、
そ
れ
ゆ

え
に
与
え
ら
れ
て
い
る
一
瞬
一
瞬
は
貴
い
。
伝
道
者
の

意
図
は
そ
こ
に
あ
り
そ
う
だ
。

そ
の
よ
う
な
「
空
」
の
理
解
の
う
え
で
、
伝
道
者
は

こ
の
世
の
重
要
事
項
を
一
つ
一
つ
点
検
し
て
い
く
。

ま
ず
知
恵
で
あ
る
。「
伝
道
者
で
あ
る
私
は
、
エ
ル

サ
レ
ム
で
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
で
あ
っ
た
。」
と
再
び
ソ

ロ
モ
ン
王
の
仮
面
を
強
調
し
た
う
え
で
、
彼
は
次
の
よ

う
に
結
論
す
る
。

私
は
、
天
の
下
で
行
わ
れ
る
い
っ
さ
い
の
事
に
つ

い
て
、
知
恵
を
用
い
て
、
一
心
に
尋
ね
、
探
り
出

そ
う
と
し
た
。
⋮
⋮
一
心
に
知
恵
と
知
識
を
、
狂

気
と
愚
か
さ
を
知
ろ
う
と
し
た
。
そ
れ
も
ま
た
風

を
追
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

次
に
伝
道
者
は
快
楽
を
調
べ
る
。

※
１　
旧
約
聖
書
「
伝
道
者
の
書
」
第
３
章
、
新
日
本
聖
書
刊
行
会
、

　
　

新
改
訳
二
〇
一
七

※
２　
「
伝
道
者
の
書
」
１
：
２
〜
３

※
３　
小
友
聡
著『
コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
を
読
も
う
』10
ペ
ー
ジ
、

　
　

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
、
二
〇
一
九
参
照
。

※
４　

日
本
語
訳
聖
書
の
タ
イ
ト
ル
も
「
伝
道
の
書
」、「
伝

　
　

道
者
の
書
」、「
コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
」
と
３
種
類
は
あ
る
。

※
４　
Ｒ
・
デ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
著
、
牧
野
留
美
子
訳
『
伝
道
の

　
　

書
・
雅
歌
』
28
ペ
ー
ジ
、
新
教
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。

19

「
空
」
を
表
す
の
だ
。
こ
の
表
現
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
は

最
上
級
を
表
す
も
の
だ
と
い
う
。「
王
の
王
」
が
「
王

の
中
の
王
、最
高
級
の
王
」を
表
す
よ
う
に
。そ
の
上「
空

し
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
全
部
で
38
回
も
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と※

３

。
魅
力
的
だ
が
摑つ

か

み
に
く
い
こ
の
書

を
、
自
分
の
感
覚
を
頼
り
に
読
ん
で
み
た
い
。

こ
の
世
の
す
べ
て
が
「
空
」
で
あ
る
と
し
た
ら
、
作

者
は
何
を
我
々
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
書
を
残
す
こ
と
も
「
空
」
で
は
な
い
の
か
。

作
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
書
の
第
一
行
に
「
エ
ル
サ
レ

ム
の
王
、
ダ
ビ
デ
の
子
、
伝
道
者
の
こ
と
ば
」
と
書
か

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
も
事
実
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
ダ
ビ
デ

王
が
建
設
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
を
、
息
子
ソ
ロ
モ
ン

が
継
承
し
統
治
し
て
い
た
の
は
紀
元
前
10
世
紀
頃
で
あ

る
。
こ
の
書
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
紀
元
前
２
世
紀
の
半

ば
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
時
代
が
合
わ
な
い
。
作
者
を

ソ
ロ
モ
ン
と
は
書
か
ず
、
し
か
し
ソ
ロ
モ
ン
王
へ
と
読

み
手
を
誘
導
す
る
筆
者
の
作
為
は
何
だ
っ
た
の
か
。

作
者
と
い
っ
て
も
一
人
で
は
な
く
、
複
数
の
編
集
者

が
加
筆
編
集
し
て
今
の
形
に
た
ど
り
着
い
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
こ
の
書
に
は
は
っ
き
り

と
し
た
個
性
が
あ
り
、
強
烈
な
筆
力
は
我
々
を
と
り
こ

に
す
る
。
こ
こ
に
は
伝
統
的
な
ユ
ダ
ヤ
教
の
教
え
と
は

相
い
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
革
命
的
な
表
現
が
、
次
か
ら

次
へ
と
繰
り
広
げ
ら
れ
る
か
ら
だ
。

さ
て
、
伝
道
者
と
は
何
者
か
。
こ
の
語
は
ヘ
ブ
ラ
イ

語
の
「
コ
ー
ヘ
レ
ト
」
の
訳
で
、
原
義
は
「
集
会
者
」

を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
教
師
、
指
導

者
と
し
て
尊
敬
さ
れ
、
集
会
な
ど
を
執
り
行
う
立
場
に

あ
っ
た
人
物
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
牧
師
と
か
教
師
、
講

演
者
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
だ
ろ
う
か※
４

。

彼
は
八
〇
〇
年
も
昔
の
「
王
の
王
」
ソ
ロ
モ
ン
の

名
を
借
り
て
こ
の
書
を
記
し
た
の
だ
。
そ
れ
も
、「
ソ

ロ
モ
ン
の
知
恵
」
ま
た
「
ソ
ロ
モ
ン
の
栄
華
」
と
後
世

に
も
て
は
や
さ
れ
た
彼
の
名
を
示
唆
し
つ
つ
、
す
べ
て

は
空
し
く
、
知
恵
も
栄
華
も
何
の
益
に
も
な
ら
な
い
と

宣
言
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
空
の
空
、
す
べ
て
は

空
し
い
」
と
第
１
章
か
ら
書
き
始
め
、
最
後
の
章
を
同

じ
言
葉
で
締
め
く
く
る
。「
空
の
空
。
伝
道
者
は
言
う
。

す
べ
て
は
空
」︵
12
:
８
︶。
そ
れ
以
下
は
編
集
者
の
加

筆
と
さ
れ
て
い
る
。

「
日
の
下
に
は
新
し
い
も
の
は
一
つ
も
な
い
」︵
１
:

９
︶
と
言
い
つ
つ
も
、
終
始
「
空
の
空
」
と
一
貫
し
て

伝
道
者
が
主
張
し
て
い
る
「
空
」
と
は
、ど
ん
な
も
の
か
。

単
な
る
「
む
な
し
さ
」
と
か
「
虚
無
」
で
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。「
空
」
と
訳
さ
れ
た
語
は
原
典
の
ヘ
ブ
ラ
イ

語
で
は
ヘ
ベ
ル
︵hebel

︶
で
あ
り
、「
そ
の
大
も
と
の

意
味
は
﹃
息
﹄
ま
た
は
﹃
蒸
気
﹄
で
あ
る
よ
う
だ
。
そ

れ
は
常
に
何
か
実
体
の
な
い
、
束
の
間
に
消
え
る
、
あ

る
意
味
で
は
無
駄
な
も
の
を
指
し
て
い
る
」

※
５

。
ま
た「
ヘ

ベ
ル
」
と
は
「
時
間
的
な
﹃
短
さ
﹄、
言
い
換
え
る
と

﹃
は
か
な
さ
﹄
と
か
﹃
つ
か
の
間
﹄﹃
瞬
間
﹄
と
い
う
意

味
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
人
間
に
与
え
ら
れ
て
い
る
生
の

時
間
を
表
現
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
」︵
小
友
、
前

出
、
一
二
〇
ペ
ー
ジ
︶。

「
息
」
と
は
、
風
や
蒸
気
と
同
じ
よ
う
に
見
え
な
い

か
ら
頼
り
な
い
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
生
死
を
分
か
つ

際
に
、
命
の
唯
一
の
証
し
と
な
る
。
い
ま
わ
の
時
と
い

う
表
現
が
あ
る
が
、
そ
の
一
瞬
ほ
ど
生
の
時
が
い
か
に

は
か
な
く
貴
い
も
の
か
に
我
々
は
気
付
く
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
世
の
営
み
は
す
べ
て
は
か
な
い
が
、
そ
れ
ゆ

え
に
与
え
ら
れ
て
い
る
一
瞬
一
瞬
は
貴
い
。
伝
道
者
の

意
図
は
そ
こ
に
あ
り
そ
う
だ
。

そ
の
よ
う
な
「
空
」
の
理
解
の
う
え
で
、
伝
道
者
は

こ
の
世
の
重
要
事
項
を
一
つ
一
つ
点
検
し
て
い
く
。

ま
ず
知
恵
で
あ
る
。「
伝
道
者
で
あ
る
私
は
、
エ
ル

サ
レ
ム
で
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
で
あ
っ
た
。」
と
再
び
ソ

ロ
モ
ン
王
の
仮
面
を
強
調
し
た
う
え
で
、
彼
は
次
の
よ

う
に
結
論
す
る
。

私
は
、
天
の
下
で
行
わ
れ
る
い
っ
さ
い
の
事
に
つ

い
て
、
知
恵
を
用
い
て
、
一
心
に
尋
ね
、
探
り
出

そ
う
と
し
た
。
⋮
⋮
一
心
に
知
恵
と
知
識
を
、
狂

気
と
愚
か
さ
を
知
ろ
う
と
し
た
。
そ
れ
も
ま
た
風

を
追
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

次
に
伝
道
者
は
快
楽
を
調
べ
る
。

　
　

新
改
訳
二
〇
一
七

※
３　
小
友
聡
著『
コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
を
読
も
う
』10
ペ
ー
ジ
、

　
　

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
、
二
〇
一
九
参
照
。

※
４　

日
本
語
訳
聖
書
の
タ
イ
ト
ル
も
「
伝
道
の
書
」、「
伝

　
　

道
者
の
書
」、「
コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
」
と
３
種
類
は
あ
る
。

※
４　
Ｒ
・
デ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
著
、
牧
野
留
美
子
訳
『
伝
道
の

　
　

書
・
雅
歌
』
28
ペ
ー
ジ
、
新
教
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。
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私
は
心
の
中
で
言
っ
た
。「
さ
あ
、快
楽
を
味
わ
っ

て
み
る
が
よ
い
。
楽
し
ん
で
み
る
が
よ
い
。」

し
か
し
、こ
れ
も
ま
た
、な
ん
と
む
な
し
い
こ
と
か
。

笑
い
か
。
ば
か
ら
し
い
こ
と
だ
。
快
楽
か
。
そ
れ

が
い
っ
た
い
何
に
な
ろ
う
。

彼
は
、
心
は
知
恵
に
よ
っ
て
導
か
れ
、
体
は
ぶ
ど
う

酒
で
元
気
付
け
よ
う
と
考
え
、
事
業
を
拡
張
し
た
。
邸

宅
を
建
て
、
ぶ
ど
う
畑
を
設
け
、
庭
と
園
を
造
り
、
そ

こ
に
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
果
樹
を
植
え
、
池
も
造
っ
た
。

男
女
の
奴
隷
、
牛
や
羊
、
金
銀
宝
石
も
増
や
し
、
側

妻
も
手
に
入
れ
た
。
し
か
し
、
結
果
は
同
じ
、
す
べ
て

は
空
し
い
の
み
で
あ
っ
た
。

伝
道
者
は
次
に
人
の
労
苦
と
病
を
見
た
。
裁
き
の
場

に
不
正
が
あ
り
、
正
義
の
場
に
不
正
が
あ
る
の
を
見
た
。

し
か
し
、
人
も
獣
も
結
末
は
同
じ
、「
み
な
同
じ
所
に

行
く
。
す
べ
て
の
も
の
は
ち
り
か
ら
出
て
、
す
べ
て
の

も
の
は
ち
り
に
帰
る
」︵
３
:
20
︶。

こ
れ
で
は
人
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
ほ
う
が
幸
い
で
は

な
い
か
。
す
る
と
、
伝
道
者
は
そ
れ
を
見
越
し
て
こ
う

宣
言
す
る
の
だ
。

私
は
、
ま
だ
い
の
ち
が
あ
っ
て
生
き
な
が
ら
え
て

い
る
人
よ
り
は
、
す
で
に
死
ん
だ
死
人
の
ほ
う
に

祝
い
を
申
し
述
べ
る
。
ま
た
、
こ
の
両
者
よ
り

も
っ
と
良
い
の
は
、
今
ま
で
に
存
在
し
な
か
っ
た

者
、
日
の
下
で
行
わ
れ
る
悪
い
わ
ざ
を
見
な
か
っ

た
者
だ
︵
４
:
２
~
３
︶。

知
恵
に
恵
ま
れ
、
栄
華
の
限
り
を
こ
の
世
で
尽
く
し

た
ソ
ロ
モ
ン
王
の
言
葉
と
し
て
は
、
た
だ
驚
く
ば
か
り

の
暗
さ
で
あ
り
、
皮
肉
な
結
論
だ
が
、
作
者
の
伝
道
者

に
は
よ
く
分
か
っ
て
い
る
。

ソ
ロ
モ
ン
の
死
後
、
あ
の
絢
爛
豪
華
な
王
国
が
た

ど
っ
た
道
を
、
非
情
な
歴
史
は
教
え
て
く
れ
て
い
る
し
、

だ
か
ら
こ
そ
、
伝
道
者
は
ソ
ロ
モ
ン
を
作
者
に
擬
し
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。

人
の
一
生
は
生
に
始
ま
り
、
死
に
よ
っ
て
終
結
す

る
。
こ
こ
に
は
死
後
の
世
界
へ
と
我
々
人
間
を
誘
う
慰

め
の
思
想
は
な
い
。
生
と
死
に
は
挟
ま
れ
た
時
は
、
神

か
ら
与
え
ら
れ
た
時
。
死
後
の
世
界
を
仮
定
し
な
い
か

ら
、
一
層
こ
の
世
の
時
が
貴
重
に
な
る
。「
一
瞬
一
瞬

を
十
分
に
楽
し
め
」
と
伝
道
者
は
言
う
。
刹
那
主
義
と

は
違
う
、
虚
無
と
楽
観
を
超
越
し
た
世
界
を
示
唆
し
て

い
る
か
の
よ
う
だ
。

死
が
突
然
訪
れ
た
と
き
、
命
の
絆き

ず
な
は
断
ち
切
ら
れ
る
。

一
六
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
英
国
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世

の
欽
定
訳
聖
書
で
は
、我
々
の
命
は
「
シ
ル
バ
ー
・
コ
ー

ド
︵silver cord

︶」
で
つ
な
が
っ
て
い
る
ら
し
い
。
日

本
語
訳
で
は
「
銀
の
ひ
も
」
あ
る
い
は
「
白
銀
の
糸
」

と
訳
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
訳
語
が
原
典
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
直
訳
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
書
の
最
終
章
に
は
、
人
生

の
終
わ
り
を
厳
し
く
も
美
し
く
歌
い
上
げ
た
箇
所
が
あ

る
︵
12
:
１
~
７
参
照
︶。
伝
道
者
は
ま
た
卓
越
し
た
詩

人
で
も
あ
っ
た
。

若
さ
と
老
い
。

人
の
一
生
を
こ
の
二
幕
と
捉
え
る
伝
道
者
は
最
後
に

命
じ
る
。「
汝
の
若
き
日
に
、
汝
の
創
造
主
を
覚
え
よ
。

命
の
き
ず
な
が
断
ち
切
ら
れ
る
前
に
」
と
。

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
に
せ
よ
、
こ
の
旧
約
聖
書

の
作
者
は
、
我
々
に
時
の
大
事
さ
を
改
め
て
自
覚
さ
せ

て
く
れ
る
。

　

私
た
ち
の
よ
わ
い
は
七
十
年
。

　

健
や
か
で
あ
っ
て
も
八
十
年
。

　

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
労
苦
と
災
い
で
す
。

　

瞬
く
間
に
時
は
過
ぎ
、
私
た
ち
は
飛
び
さ
り
ま
す
。

︵
詩
篇
90
:
10
︶

飛
び
去
っ
た
我
々
は
ど
う
な
る
の
か
。

永
遠
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
は
る
か
遠
く
の
空
か

ら
雲
の
よ
う
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

が
、
こ
れ
は
次
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

茅野友子（ちの・ともこ） 
　国際基督教大学大学院修士課
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な
る
の
か
。

永
遠
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
は
る
か
遠
く
の
空
か

ら
雲
の
よ
う
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

が
、
こ
れ
は
次
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

茅野友子（ちの・ともこ） 
　国際基督教大学大学院修士課
程修了．カリフォルニア大学
アーバイン校英・比較文学科
博士課程修了，博士（英文学）．
元姫路獨協大学教授．1997
年，カリフォルニア大学アー
バイン校学長賞受賞．
◉著書『シェイクスピアの時と
我々の時』，『仕える婦人達
―忍耐の伝統とグリセルダ
伝説』ほか．
◉編著『パストラル―牧歌の
源流と展開―』，『古代ギリ
シアの女性像―女神から娼
婦まで―』．
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「
文
章
で
明
示
し
て
は
い
な
い
が
、
そ
う
感
じ
と
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う

文
芸
と
し
て
は
高
度
で
あ
っ
て
も
、ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
は
最
低
な
も
の
。

そ
れ
が
行
間
で
す
…
…

文
・
イ
ラ
ス
ト

た
ぬ
屋

行
間
読
ん
で
、進
ん
だ
先
に
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そ
ん
な
や
や
こ
し
い
「
行
間
」
の
存
在
を
、
我
々
は
国
語
の
授
業

で
し
れ
っ
と
教
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

作
者
の
意
図
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
場
合
、
行
間
を
読
む
力
は
必

要
で
す
。

が
、
よ
く
考
え
る
と
、
意
図
を
行
間
に
隠
す
な
ん
て
底
意
地
の
悪

い
こ
と
を
し
た
結
果
、
思
い
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
な
ら
、
そ
れ
は

作
者
側
の
問
題
で
は
な
い
の
か
。

そ
ん
な
教
育
を
受
け
、
大
人
と
な
っ
た
私
は
、
時
に
深
読
み
し
た

り
、
勘
ぐ
っ
た
り
、
性
格
が
悪
く
な
る
方
向
に
ば
か
り
、
そ
の
力
を

発
揮
す
る
の
で
す
…
…

先
の
マ
ン
ガ
で
住
宅
街
に
あ
っ
た
看
板
内
の
漢
字
「
狭
路
」。
こ

れ
は
、
音
読
み
で
「
き
ょ
う
ろ
」
と
読
み
た
く
な
り
ま
す
が
、
そ
ん

な
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
。
訓
読
み
で
「
せ
ば
じ
」
と
読
む
の
が
正
し

い
よ
う
で
す
。

「
隘あ
い

路ろ

」
は
「
狭
路
」
と
同
じ
も
の
を
指
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
い

わ
ゆ
る
「
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
」
の
意
味
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
い
か
に
も
日
本
語
ら
し
い
や
や
こ
し
さ
、
変
な
教
育

の
賜
物
か
、
私
は
ち
ょ
っ
と
好
き
な
の
で
す
が
…
…

さ
て
、日
本
語
へ
の
愛
憎
は
ほ
ど
ほ
ど
に
、住
宅
街
の
片
隅
で
「
狭

路
の
た
め
車
両
の
通
り
抜
け
は
で
き
な
い
」
と
訴
え
る
看
板
の
行
間

を
読
み
、
徒
歩
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
、
私
は
そ
の
道
に
足
を
踏
み

入
れ
た
の
で
し
た
…
…

こ
の
辺
り
は
小
山
が
連
な
る
起
伏
の
多
い
地
形
を
し
て
い
る
の
で

す
が
、
そ
こ
に
張
り
付
く
よ
う
に
住
宅
街
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
が
歩
く
隘
路
は
、
そ
ん
な
山
の
上
下
に
広
が
る
住
宅
街
を
結
ぶ

近
道
。
通
常
ル
ー
ト
で
あ
れ
ば
、
山
を
ぐ
る
っ
と
回
り
込
む
こ
と
に

な
る
た
め
、
上
ま
で
は
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
。

し
か
し
、
こ
こ
を
通
れ
ば
半
分
以
下
、
最
短
距
離
の
二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
で
す
。
た
だ
し
…
…

◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎
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竹た
け
や
ぶ藪

を
探
検
し
て
遊
ぶ
な
ん
て
、
近
頃
の
子
ど
も
ら
に
し
て
は
、

な
か
な
か
の
強
者
。

な
ら
ば
甘
ん
じ
て
、
そ
し
て
、
礼
儀
と
し
て
不
気
味
な
存
在
を
演

じ
て
み
せ
よ
う
…
…

た
め
池
を
静
か
に
、
意
味
あ
り
げ
に
見
つ
め
る
不
審
者
を
。

た
っ
た
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
し
た
が
、
街
の
喧け
ん
そ
う騒
か
ら
遠
ざ
か
る

こ
と
の
で
き
る
い
い
道
で
し
た
。

日
常
の
中
で
行
間
を
読
む
こ
と
に
疲
れ
、
イ
ヤ
な
大
人
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま
た
、
こ
の
道
に
逃
げ
込
む
こ
と
に

し
よ
う
…
…

―
行
間
読
ん
で
、
進
ん
だ
先
に
…
…
お
し
ま
い

　たぬ屋　　https: / / tanuya.blog. jp/ 旧Twitter:@tanuyamatanuya

◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
人
間
と
よ
く
似
て
い
る
、
と
い

う
よ
り
脳
の
作
り
を
参
考
に
し
て
い
る
の
で
、
フ
ァ
ー

ム
ウ
ェ
ア
も
人
間
に
例
え
る
と
説
明
し
や
す
い
で
し
ょ

う
。私

た
ち
人
間
は
、
心
と
体
だ
け
で
出
来
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
が
、
実
は
第
三
の
存
在
、
フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ

ア
が
あ
る
の
で
す
。

い
わ
ゆ
る
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
や
マ
ッ
ク
Ｏ
Ｓ
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
人
間
で
い
え
ば
意
識
や
心
で
す
。
そ
し

て
い
ろ
い
ろ
な
電
子
部
品
や
回
路
の
基
板
や
外
装
ケ
ー

ス
は
身
体
に
相
当
し
ま
す
。

し
か
し
意
識
や
心
で
は
、
心
臓
を
動
か
し
て
丁
度
い

い
血
液
を
流
し
た
り
、
寝
て
い
る
間
に
息
を
し
た
り
、

肝
臓
で
ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
し
た
り
で
き
ま
せ
ん
。

同
様
に
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
や
マ
ッ
ク
Ｏ
Ｓ
な
ど
の
Ｏ

Ｓ
で
は
、
電
源
を
立
ち
上
げ
、
部
品
全
体
に
丁
度
い
い

電
流
を
流
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
基
礎
的
な
こ
と
を
や
っ
て
く
れ

る
の
が
フ
ァ
ー
ム
ウ
エ
ア
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ら

バ
イ
オ
ス
︵B

IO
S

︶
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
人
間
な
ら

自
律
神
経
や
副
交
感
神
経
の
よ
う
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
フ
ァ
ー
ム
ウ
エ
ア
、
つ
ま
り
バ
イ
オ
ス
ま

で
し
か
立
ち
上
が
っ
て
い
な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
い

う
の
は
、
生
き
て
は
い
る
も
の
の
意
識
不
明
で
ベ
ッ
ド

24

フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ
ア

第
六
回

講
座

ア
ワ
ー
ハ
ウ
ス

に
横
た
わ
っ
て
い
る
人
間
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

フ
ァ
ー
ム
ウ
エ
ア
も
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
意
識
と
は
別
に

や
る
べ
き
こ
と
を
こ
な
し
て

い
る
の
た
め
、
舞
台
に
上
が

る
前
、
心
が
ホ
ッ
ト
に
な
っ

て
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
す
る
の

は
、
意
識
で
は
な
か
な
か
止

私
が
、
古
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
ぞ
ん
ざ
い
に
扱
わ
な
い
理
由

ヤ
ナ
ギ
ダ
・
カ
ツ
ミ

ス
タ
ジ
オ
ア
ワ
ー
ハ
ウ
ス
代
表
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め
ら
れ
ま
せ
ん
。

複
雑
な
仕
事
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
や
ら
せ
、
Ｃ
Ｐ

Ｕ
が
ホ
ッ
ト
に
な
っ
た
と
き
、
フ
ァ
ン
の
ス
ピ
ー
ド
を

上
げ
る
の
も
、
フ
ァ
ー
ム
ウ
エ
ア
の
関
係
す
る
と
こ
ろ

で
、
Ｏ
Ｓ
か
ら
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

フ
ァ
ー
ム
ウ
エ
ア
に
つ
い
て
人
間
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
人
間
は
そ
れ
な
り
の
修

行
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
自
律
神
経
を
カ

イ
ゼ
ン
で
き
る
と
い
う
点
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
近
年
で
は
、
脳
だ
け

で
な
く
臓
器
に
も
フ
ァ
ー
ム

ウ
エ
ア
が
あ
り
、
そ
れ
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
、
既
に

や
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

AI
は
正
当
な
学
習
に
よ
っ
て
発
達
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
ひ
ら
め
き
や
遺
伝
子
の
良

質
な
エ
ラ
ー
の
よ
う
に
、
例
え
ば
結
論
に
至
る
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
で
、
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
エ
ラ
ー
が
思
い
の

ほ
か
優
れ
て
い
た
り
し
て
、
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
を
作
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
AI
に
は
生
命
体
同
様
、
突
然
変

異
に
よ
る
進
化
論
が
適
用
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
と
、
考
え
ら
れ
る
わ
け
で

す
。生

物
の
条
件
で
あ
る
自
己
複
製
機

能
で
は
原
材
料
調
達
の
た
め
の
自
動
運

転
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
そ
の
準
備
は
着
々
と
人
間
が
進
め

て
、
あ
る
い
は
AI
に
進
め
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
精
神
に
亡
霊
が
あ
る
の
な
ら
、
フ
ァ
ー
ム

ウ
エ
ア
の
亡
霊
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

優
れ
た
作
家
や
霊
能
者
の
先
生
方
も
、
こ
の
辺
り
の
対

応
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
の
で
す
が
。

と
い
う
の
も
、
生
き
物
が
死
ん
だ
と
き
、
意
識
は
も

ち
ろ
ん
、
肉
体
か
ら
離
脱
し
た
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

同
時
に
フ
ァ
ー
ム
ウ
エ
ア
も
離
脱
し
た
よ
う
に
見
え
る

か
ら
で
、
離
脱
し
た
フ
ァ
ー
ム
ウ
エ
ア
に
つ
い
て
の
こ

と
も
、
上
手
に
語
っ
て
欲
し
い

の
で
す
。

25 24スタジオ アワーハウス　http://www.our-house.jp

し
か
し
そ
の
う
ち
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
も
、
AI
が
自
分
の

都
合
の
良
い
よ
う
に
、
自
分

の
バ
イ
オ
ス
を
最
適
化
す
る

の
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
人

間
を
ジ
ャ
マ
な
存
在
と
思
わ

な
け
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
。

そ
の
た
め
に
も
私
は
古
い

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
ぞ
ん
ざ

い
に
扱
わ
ず
、「
よ
く
も
ご

先
祖
様
を
虐し

い
た

げ
お
っ
て
」
な

ど
と
AI
に
後
ろ
指
さ
さ
れ
ぬ

よ
う
、
気
を
付
け
て
い
る
の

で
す
。

ま
た
近
年
で
は
、
脳
だ
け

で
な
く
臓
器
に
も
フ
ァ
ー
ム

ウ
エ
ア
が
あ
り
、
そ
れ
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て

に
は
生
命
体
同
様
、
突
然
変

252525 スタジオ アワーハウス　
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序本
物
と
偽
物
の
問
題
に
関
わ
る
視
点
か
ら
今
道
の
思

想
を
語
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
だ
が
、
何
を
語
れ
ば

よ
い
の
か
。

偽
物
の
問
題
は
、
美
学
者
で
あ
り
古
典
文
献
に
精
通

す
る
今
道
で
あ
る
か
ら
、
贋が

ん
さ
く作

や
偽
文
書
の
問
題
を
論

じ
て
い
て
も
よ
さ
そ
う
だ
が
、
思
い
当
る
こ
と
が
な
い
。

芸
術
体
験
に
お
け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
複
製
の
問
題
を
ど

こ
か
で
論
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
分
ら
な
い
。

求
め
に
応
じ
て
書
く
こ
と
が
で
き
ず
、
今
道
が
「
偽
物
」

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
発
言
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
名
に
値
し
な
い
も
の

既
に
﹃
フ
ィ
ロ
カ
ル
﹄
誌
上
に
お
い
て
言
及
し
た
こ

と
だ
が
、
今
道
は
「
信
仰
に
至
ら
な
い
哲
学
は
偽
物
だ

と
思
う
」
と
語
っ
た
︵
本
誌
11
号
︶。
こ
の
「
偽
物
」
は

「
本
物
で
は
な
い
も
の
」
を
意
味
す
る
。「
本
物
」
に
は

「
今
年
の
冬
は
本
物
だ
」
と
言
う
よ
う
に
「
そ
の
名
に

値
す
る
本
当
の
こ
と
・
本
格
的
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う

意
味
が
あ
り
、「
偽
物
」は「
そ
の
名
に
値
し
な
い
も
の
・

本
格
的
で
な
い
も
の
」
の
意
味
を
持
つ
。
例
え
ば
「
彼

の
料
理
人
と
し
て
の
技
は
偽
物
だ
」
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
。
技
が
本
格
的
で
は
な
い
、「
プ
ロ
の
料
理
人
の

技
」
と
い
う
名
に
値
し
な
い
と
い
う
意
味
に
な
る
。
プ

ロ
の
料
理
人
の
技
で
は
な
い
の
に
「
料
理
人
の
技
」
と

言
う
の
は
「
偽
り
」
で
あ
る
と
い
う
意
味
も
あ
ろ
う
。

今
道
は
こ
の
よ
う
な
意
味
合
い
で
「
偽
物
だ
」
と
言

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
信
仰
に
至
ら
な
い
哲
学
は
偽
物

だ
」
と
い
う
表
現
は
、「
信
仰
に
至
ら
な
い
哲
学
は
、
哲

学
の
名
に
値
し
な
い
哲
学
で
あ
る
」
を
意
味
す
る
だ
ろ

う
。お

そ
ら
く
は
今
道
は
こ
こ
で
は
「
哲
学
」
を
「
自
分

の
哲
学
」
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。
今
道
は
自
分
の
主

著
で
あ
る
﹃
同
一
性
の
自
己
塑
性
﹄
を
「
キ
リ
ス
ト
教

哲
学
の
本
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
今

道
の
「
自
分
の
哲
学
」
と
は
「
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
」
で
あ

る
。
つ
ま
り
「
信
仰
に
至
ら
な
い
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
は

26@philocultures
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「
わ
が
哲
学
を
語
る
」を
語
り
継
ぐ
た
め
に

偽
物
―
そ
の
名
に
値
し
な
い
も
の

文
・
伊
藤
博
章

そ
の
名
に
値
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。

許
さ
れ
な
い
も
の

今
道
に
と
っ
て
「
偽
物
」
は
「
許
さ
れ
な
い
も
の
」

で
あ
る
。「
偽
物
だ
と
思
う
」
と
は
「
許
さ
れ
な
い
も

の
だ
と
思
う
」
の
意
味
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
自
分
の

哲
学
的
思
索
が
信
仰
に
至
ら
な
い
こ
と
を
許
さ
な
い
」

と
い
う
意
味
合
い
が
含
意
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

哲
学
者
と
し
て
今
道
は「
そ
の
名︵
概
念
︶に
値
す
る
」

こ
と
を
大
切
に
し
た
。
今
道
は
新
し
い
学
問
を
創
出
し

た
。
そ
し
て
、そ
の
学
問
の
実
質
に
ふ
さ
わ
し
い
「
名
」

を
自
ら
考
え
、「
カ
ロ
ノ
ロ
ジ
ア
」
や
「
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
」

と
呼
び
、
そ
の
名
に
値
す
る
学
問
の
構
築
に
勤
し
ん
だ
。

ま
た
実
質
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
名︵
概
念
︶
を
用
い
る
こ

と
を
許
容
し
な
か
っ
た
。「
そ
の
名
に
値
し
な
い
も
の
・

偽
物
」
の
存
在
を
認
め
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
動
物
が
発
す
る
音
声
を
「
言
語
」
と
い
う

名
で
呼
ぶ
こ
と
を
認
め
ず
、
厳
格
に
区
別
し
、「
音
声

的
記
号
」と
呼
ん
だ
。「
動
物
の
言
語
」と
い
う「
偽
物
」

日
本
美
容
専
門
学
校
講
師

PVLCHRITVDO SPLENDOR
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今道友信（いまみちとものぶ）　東京大

学名誉教授，清泉女子大学名誉博士，

国際形而上学会会長，国際美学会終身

委員・名誉会長，日本アスペン研究所

特別顧問，日本美容専門学校名誉校長．

◎略　歴

1922年ー 2012 年．東京生まれ，東京

大学文学部哲学科卒業，パリ大学（研

究員），ヴュルツブルク大学非常勤講師，

九州大学助教授，東京大学助教授，教授，

国際美学会副会長，哲学美学比較研究

国際センター所長，紫綬褒章受賞，放

送大学教授，清泉女子大学教授，副学長，

勲三等旭日中綬章受賞，，第25回マルコ・

ポーロ賞受賞，2006年：第 19回和辻

哲郎文化賞受賞．

『今道友信　わが哲学を語る』
（今道友信著，佐藤孝雄・池
田雅之編，かまくら春秋社，
2010 年）．

『今道友信　わが哲学を語る』

を
許
さ
な
か
っ
た
。

今
道
自
身
が
語
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
今
道
が
知
人

の
動
物
学
者
の
研
究
室
を
訪
れ
た
と
き
、
そ
の
学
者
は

慌
て
て
机
の
上
に
あ
る
雑
誌
を
隠
し
た
と
い
う
。
今
道

が
な
ぜ
隠
し
た
の
か
を
尋
ね
る
と
、
そ
の
冊
子
の
表
紙

に
は
「
動
物
の
言
語
」
と
い
う
表
記
が
あ
り
、
そ
れ
を

今
道
が
見
た
ら
ま
ず
い
、
と
思
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

大
規
模
言
語
モ
デ
ル
︵
Ｌ
Ｌ
Ｍ
︶
の
自
然
言
語
処
理
は

文
脈
を
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
た
め
、
そ
の
自

然
言
語
処
理
が
安
易
に「
理
解
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
偽

物
」
に
関
す
る
今
道
の
思
想
は
語
れ
な
い
が
、
今
道
の

哲
学
が
そ
の
様
な
「
偽
物
」
を
許
す
と
は
思
え
な
い
。
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今
道
自
身
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こ
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あ
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今
道
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知
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今
道
自
身
が
語
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
今
道
が
知
人

の
動
物
学
者
の
研
究
室
を
訪
れ
た
と
き
、
そ
の
学
者
は
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の
動
物
学
者
の
研
究
室
を
訪
れ
た
と
き
、
そ
の
学
者
は

　
古
典
文
献
学
目
線
で
は
イ
ン
チ
キ
学
者
で
も
、
ポ
エ

ム
を
語
ら
せ
れ
ば
、
超
一
流
、
机
上
の
夢
想
思
想
家
と

言
え
る
の
が
、
み
ん
な
大
好
き
超
人
ニ
ー
チ
ェ
だ
。
ア

ポ
ロ
ン
的
な
る
も
の
と
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
る
も
の

の
対
立
だ
の
相
克
だ
の
と
聞
け
ば
、
も
う
そ
れ
だ
け
で

中
二
病
心
が
ク
ス
ぐ
ら
れ
ず
に
は
お（
ら
）れ
ま
い
。

　
こ
の
中
二
病
ベ
ク
ト
ル
の
要
因
と
し
て
、
ニ
ー
チ
ェ

の
作
品
に
元
々
備
わ
る
特
性
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

重
症
化（
？
）に
積
極
的
に
一
役
買
っ
て
い
る
の
が
、日

本
語
の
言
い
回
し
、
す
な
わ
ち
訳
語
、
訳
文
で
あ
る
。

　
作
成
の
秘ひ

訣け
つ
は
、
さ
り
げ
な
く
大
げ
さ
に
、
誇
張
し
、

情
熱
的
に
訳
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
訳
者
が
鼻
息
荒
く

ニ
ー
チ
ェ
以
上
に
舞
い
上
が
り
、
興
奮
し
て
悦
に
入
っ

て
し
ま
う
く
ら
い
で
ち
ょ
う
ど
い
い
、
と
い
う
か
、
程

度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
こ
の
傾
向
は
哲
学
系
翻
訳
書
、
場

合
に
よ
っ
て
は
研
究
論
文
に
さ
え
感
じ
ら
れ
る
香
ば
し

き
昭
和
伝
統
芸
的
修
辞
ス
タ
イ
ル
と
言
え
な
く
も
な
い
。

　
例
え
ば「
ア
ポ
ロ
ン
性
」「
ア
ポ
ロ
ン
的
要
素
」「
ア
ポ

ロ
ン
的
な
」で
は
イ
ケ
な
い
。「
ア
ポ
ロ
ン
的
な
る

4

4

も
の
」

で
な
け
れ
ば
。「
こ
れ
は
ぺ
ん
で
あ
る
」で
は
イ
ケ
な
い
。

「
こ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に
一
本
の
ペ
ン
な
る
も
の
な
の
で

あ
る
／
に
ほ
か

な
ら
な
い
の
だ
」

と
す
べ
き
だ
。

　
と
は
言
う
も
の
の
。

「
神
は
死
ん
だ
」
と
い
う
超
有
名
な

言
葉（
訳
文
）は
、
微
妙
に
不
味
い
。

正
し
く
は「
神
は
死
ん
で
い
る
」だ
。

「
死
ん（
で
）」は
形
容
詞
で
あ
る
。「
死

ん
だ
」
と
訳
す
と
動
詞
。
形
容
詞
の

「
死
ん
だ
」は「
死
ん
だ
神
」と
か「
死

ん
だ
魚
」
と
使
う
の
が
筋
で
、
原
文

はG
ott ist todt!

、
英
訳
もG

od is 

dead.

と
、
形
容
詞（
こ
じ
つ
け
れ
ば

名
詞
）な
の
で
冷
静
な
訳
文
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
西
洋
の
神
は
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
以
来
、
死
な
な
い
の
で
、
こ
れ

は
ポ
エ
ム
な
修
辞
、
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム

や
神
学
・
教
理
・
教
会
が
機
能
し
な

く
な
っ
た
程
度
に
解
釈
す
れ
ば
、
張

り
切
り
過
ぎ
た
中
二
訳
「
神
は
死
ん

だ
ぁ
あ
あ
っ
！
」
は
、
品
位
な
き
過

熱
暴
走
訳
と
で
も
言
え
そ
う
だ
。

　
さ
れ
ど
イ
ン
チ
キ
も
人
の
心
に
響

け
ば
流
行
し
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

価
値
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

編
集
隊
長

イ
ン
チ
キ
に
か
こ
つ
け
て
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